


設立20周年を迎えて

　公益財団法人富山県新世紀産業機構（TONIO）は、創業・ベンチャーへのチャレンジや、
経営革新への対応、 先端技術の研究開発など、 企業経営において直面するさまざまな
課題に対する総合的な支援機関として、2001年（平成13年）４月に県内の３つの産業
支援機関を統合してから20周年を迎えることができました。ここに、 富山県をはじめ
県内の産業支援機関の関係者の皆様のご協力、ご支援に対して深く感謝を申し上げます。

　TONIO の設立時から現在に至るまで、 国内の経済情勢は低い経済成長率に止まる
中で、2008年の世界金融危機、2011年の東日本大震災、 歴史的な円高などの大きな
波が押し寄せ、さらに2020年に端を発した新型コロナウイルスの感染拡大は、 地域経
済に深刻かつ甚大な影響をもたらしております。

　この間、TONIO では、 県内の中小企業が地域経済を支える重要な基盤であること
から、 富山県や産業支援機関等との連携を図りながら、

（１） 窓口相談から専門家の派遣及び各種補助金の交付、 円滑な事業承継への支援など
幅広い中小企業支援策の展開

（２） イノベーションの創出に向けて産学官金の緊密な連携と、 先端技術の研究開発等へ
の支援

（３） 成長著しいアジア地域をはじめ、海外との経済交流の活性化支援

などにより、本県の産業特性を活かした地域経済社会の構築に取り組んでまいりました。

　一方、 近年、 地球温暖化対策として脱炭素社会や SDGs の実現が求められるほか、
デジタル化への対応による付加価値の向上など、 社会的課題を踏まえた新たな戦略に
基づき、 不断に競争力の強化を目指していくことが極めて重要となっております。
　このため、 今後、これまでの取組みに加えて、 県内ものづくり企業のグリーン成長
戦略分野への取組みを支援するとともに、デジタル人材をはじめ新たな事業を創造して
いく多様な人材の育成支援を通じて、 地域経済の成長に積極的に取り組むこととして
おります。
 
　これまでの TONIO の事業活動の積み重ねである「20周年 ―10年のあゆみ（平成23
～令和2年度）― 」が、 県内産業の発展につながるとともに、 県内産業界をはじめ県民
の皆様の一層のご理解、ご支援を賜ることになれば幸いと存じます。

公益財団法人富山県新世紀産業機構

理事長　伍嶋  二美男 



富山県新世紀産業機構 所有施設

富山県新世紀産業機構 入居施設 （株式会社富山県総合情報センター所有）

富山技術交流センター（技術交流ビル）
所在地  富山市高田529
建築年月日／昭和60年3月26日
増築年月日／平成 3年3月30日
構　  造　鉄筋コンクリート造3階建（延床面積 1,212㎡）
　  １階　イノベーション推進センター（連携促進課）
　  ２階　イノベーション推進センター（プロジェクト推進課）
　  ３階　会議室、 関係団体等

情報ビル
所在地  富山市高田527
　  １階　中小企業支援センター（経営支援課、よろず支援拠点）
　  ２階　中小企業支援センター（新事業・販路開拓支援課、事業承継・

引継ぎ支援センター、 中小企業再生支援協議会）、 アジア
経済交流センター、 事務局（企画管理課）

　  ４階　中小企業支援センター（経営改善支援センター）

ものづくり研究開発センター（開発支援棟）
所在地  高岡市二上町122
建築年月日／平成22年10月6日
構　  造　鉄骨造2階建（延床面積　1,255㎡）
　  １階　プロジェクトスペース 120㎡（2室）、80㎡（2室）
　  ２階　企業レンタルスペース 40㎡（10室）、研修室64㎡（1室）
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1　設立の背景と経緯
（１） 平成13年4月1日、 新たな時代に対応した先端的な研究開発プロジェクトを推進するとともに、 企業が技術、

経営、 情報について一元的に相談できる体制を整備するなど、 事業運営の効率化を図り、 総合的な産業支援
機関とするため、 次の３つの財団法人を統合し、 技術開発部、 経営支援部の2部制で発足した。
・ （財）富山技術開発財団
・ （財）富山県中小企業振興財団
・ （財）富山県産業情報センター

（２） 平成16年10月1日、 次のことを背景に産学官連携推進センター、 中小企業支援センター、 環日本海経済交流
センターの三センター制に改組した。
・ 新技術、 新産業の創出を産学官の連携によって実現するという方式が揺るぎのないものになっており、 国・

県が施策の充実を図っていること。
・ 景気回復に伴い中小企業の経営環境が改善されたかに見えるが、 生き残りをかけた不断の経営革新への努

力が不可欠な状況に少しも変わりがないこと。
・ 本県企業にとっても環日本海諸国との取引は、 既に経営戦略上重要な要因となっているが、 特に中国に関

しては今後更に重要度が増すこと。
（３） 平成25年4月1日、 財団法人から公益財団法人へ移行した。

その後、 平成30年4月1日に産学官連携推進センターをイノベーション推進センターに、 環日本海経済交
流センターをアジア経済交流センターに名称を変更した。

2　沿革
（１） 統合前の各財団の沿革

①財団法人富山技術開発財団
昭和51年 7月 1日　（財）富山県技術振興協会を県庁内に設立
昭和58年12月27日　（財）富山技術開発財団に改組
昭和60年 4月15日　事務所を富山技術交流センターに移転

②財団法人富山県中小企業振興財団
昭和43年10月 1日　（財）名古屋下請企業振興協会富山支部を舟橋北町分庁舎内に設立
昭和45年 4月 1日　（財）富山県中小企業機械貸与協会設立
昭和47年 1月25日　事務所を富山県商工会館内に移転
昭和50年 4月 1日　両協会を合併し（財）富山県中小企業振興協会設立
平成 8年 4月 1日　（財）富山県中小企業振興財団に改組
平成12年 5月11日　富山県中小企業支援センターを情報ビル内に設置

③財団法人富山県産業情報センター
昭和54年 4月13日　（財）富山県産業情報センターを富山商工会議所ビル内に設立
平成 4年 5月 7日　事務所を情報ビル内に移転

(２) 公益財団法人富山県新世紀産業機構の沿革
平成13年 4月 1日　上記三つの財団法人を統合し（財）富山県新世紀産業機構を２部制で設立
平成15年 4月 8日　富山県中小企業再生支援協議会を設置
平成16年10月 1日　３センター制に改組
平成23年 4月 1日　ものづくり研究開発センターを高岡市二上町に設置
平成25年 4月 1日　財団法人から公益財団法人へ移行

3　シンボルマーク・ロゴタイプ
平成16年10月1日 組織改正に併せ、 アジア（A）の
中で三センター（三つの○）が連携して鍵となり本
県産業の未来を拓くことをイメージしたシンボル
マーク及びロゴタイプを決定した。

Ⅰ  財団設立の経緯
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区　分 人口（H23.10.1） 製造品出荷額（H24.2.1） 鉱工業生産指数（年平均） 有効求人倍率（年度平均） 1人当たり県民所得
富山県 1,088千人 3,365,291百万円 （H27=100）　98.6 0.90 3,033千円
日　本 127,834千人 284,968,753百万円 （H17=100）　92.2 0.68 2,805千円

参考　世界の人口　7,041百万人

長期プライムレート（年度末） 1.35％ 株価
指数

東証（年末） 728.61 貿易収支（年間計）
為替レート（年末・米ドル） 77.57円 日経平均（年末終値） 8,455.35円 △3,302億円

◇主要経済指標

◇社会の出来事

≪当年度の新規事業（次年度以降継続事業）≫
・とやま次世代自動車ネットワーク事業（平成27年度で終了）（イノベーション推進センター）
・とやま医薬工連携ネットワーク事業（平成28年度で終了）（イノベーション推進センター）
・航空機産業販路開拓支援事業（平成24年度で終了）（イノベーション推進センター）
・海外販路開拓サポートデスク事業（アジア経済交流センター）

≪当年度の新規事業（単年度終了事業）≫
・富山県航空機産業交流会事業（イノベーション推進センター）
・オープンイノベーション型先端研究公募事業（イノベーション

推進センター）
・ものづくり研究開発センター管理事業（イノベーション推進センター）

・ものづくり研究開発センター運営事業（イノベーション推進センター）
・ものづくり研究開発センター利活用推進事業（イノベーション推

進センター）
・中国東北地域貿易投資商談ミッション事業（アジア経済交流センター）

≪当年度で終了した継続事業≫
・北陸３県繊維産業クラスター事業（イノベーション推進センター）
・高度技術実用化支援事業（イノベーション推進センター）
・小水力発電進出支援事業（イノベーション推進センター）
・地域イノベーション創出研究開発事業（イノベーション推進センター）
・中小企業支援制度利活用促進事業（平成22年度から）（中小企業

支援センター）
・中小企業支援施策普及啓発事業（平成22年度から）（中小企業支

援センター）

・中小企業支援フォローアップ強化事業（平成22年度から）（中小
企業支援センター）

・中小企業支援センター IT 充実事業（平成22年度から）（中小企
業支援センター）

・起業家の卵育成事業（平成17年度から）（事務局・企画管理課）
・販路開拓マッチングコーディネート事業（平成22年度から）（中

小企業支援センター）

平成23年 4月　新学習指導要領で「小学5、6年生の英語活動」が必修化
平成23年 5月　富山市で第22回全国「みどりの愛護」のつどい開催
平成23年 7月　サッカー女子ワールドカップで日本初優勝
平成23年 7月　地上テレビのアナログ放送終了・デジタル放送へ移行
平成23年11月　伏木富山港が日本海側の総合的拠点港に選定

平成23年12月　富山県全域を対象とする「とやま地域共生型福
祉推進特区」の指定

平成24年 3月　新富山大橋供用開始
平成24年 3月　福島復興再生特別措置法が成立

◇事業の変遷

TONIOの出来事

Ⅱ  10年の歩み
平成23年度（2011）

HV車分解展示富山県ものづくり研究開発センター開所記念シンポジウム

海外販路開拓
サポートデスク

の設置

・平成23年 4月　海外販路開拓サポートデスクを設置（アジア経済交流センター）
・平成23年 6月　富山県ものづくり研究開発センター開所記念シンポジウム（イノベーション推進センター）
・平成23年10月、3月　富山県ものづくり研究開発センター運営委員会等開催（イノベーション推進センター）
・平成23年10月　中国東北地域貿易投資商談ミッション団を黒龍江省（ハルビン市）・ 吉林省（長春市、 延辺朝鮮族自治州）に派遣

（アジア経済交流センター）
・平成23年11月～平成24年2月　次世代自動車ネットワーク形成事業を開始し、HV車部品展示会を実施（イノベーション推進センター）
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区　分 人口（H24.10.1） 製造品出荷額（H24.12.31） 鉱工業生産指数（年平均） 有効求人倍率（年度平均） 1人当たり県民所得
富山県 1,083千人 3,312,466百万円 （H27=100）　92.9 0.99 2,990千円
日　本 127,593千人 288,727,639百万円 （H17=100）　91.9 0.82 2,820千円

参考　世界の人口　7,126百万人

長期プライムレート（年度末） 1.15％ 株価
指数

東証（年末） 859.80 貿易収支（年間計）
為替レート（年末・米ドル） 86.32円 日経平均（年末終値） 10,395.18円 △42,719億円

◇主要経済指標

◇社会の出来事

≪当年度の新規事業（次年度以降継続事業）≫
・先端技術実用化支援事業（平成25年度で終了）（イノベーション推進センター）
・課題解決型医療機器等開発事業（平成24年度で終了）（イノベーション推進センター）
・ナノテクノロジー交流促進事業（平成25年度で終了）（イノベーション推進センター）
・富山県海外販路開拓・受注拡大活性化事業（平成25年度で終了）（アジア経済交流

センター）
・経営改善支援センター事業（事務局・企画管理課）
・販路開拓ステップアップ事業（中小企業支援センター）

≪当年度の新規事業（単年度終了事業）≫
・航空機産業参入セミナー・講習会開催事業（イノベーション推進センター）
・先端繊維開発研究会事業（イノベーション推進センター）
・台湾経済交流促進事業（アジア経済交流センター）
・NEAR展示商談会開催事業（アジア経済交流センター）
・台湾貿易投資商談ミッション（アジア経済交流センター）
・中小企業会計啓発・普及セミナー事業（中小企業支援センター）

≪当年度で終了した継続事業≫
・航空機産業販路開拓支援事業（イノベーション推進センター）
・先端研究拠点交流事業（イノベーション推進センター）
・知的クラスター創成事業（地域イノベーション戦略支援プロ

グラム）（イノベーション推進センター）
・知的クラスター創成推進事業（イノベーション推進センター）

・知的クラスター商品化・販路開拓促進事業（イノベーション推進センター）
・知的クラスター地域プロジェクト事業（イノベーション推進センター）
・知的クラスター成果 PR 事業（イノベーション推進センター）
・設備資金貸付事業の新規貸付（中小企業支援センター）
・販路開拓総合助成事業（中小企業支援センター）

とやま中小企業チャレンジファンドを設置

平成24年 4月　県広域消防防災センター開所
平成24年 4月　富山 ― 台北便就航
平成24年 4月　県立イタイイタイ病資料館開館
平成24年 4月　新・元気とやま創造計画策定
平成24年 5月　立山弥陀ヶ原・大日平が、ラムサール条約湿地に登録
平成24年 7月　高志の国文学館開館

平成24年 8月　全国高等学校総合文化祭とやま2012開催
平成24年 9月　富山県中小企業の振興と人材の育成等に関する基

本条例制定
平成24年12月　第46回衆議院選で自民党・公明党が圧勝し、政権

奪還
平成25年 3月　県民ふるさとの日（5月9日）を定める条例制定

◇事業の変遷

◇基金の設置

TONIOの出来事
・平成24年 6月　経済産業省の課題解決型医療機器等開発事業に採択（イノベーション推進

センター）
・平成24年 8月　とやまナノテク国際シンポジウムの開催（イノベーション推進センター）
・平成24年 9月　NEAR2012を「富山県ものづくり総合見本市」として、「とやまテクノフェ

ア」と同時開催（アジア経済交流センター）
・平成24年 11月　中小企業新事業活動促進法に基づく経営革新等支援機関の認定取得（中小

企業支援センター）
・平成25年 1月　台湾貿易投資商談ミッション団を台北市、台中市に派遣（アジア経済交流センター）
・平成25年 3月　中小企業再生支援協議会に「経営改善支援センター」を新設 （中小企業支援

センター）

平成24年度（2012）

NEAR2012会場の様子

とやまナノテク国際シンポジウム

台湾貿易投資
商談ミッション
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区　分 人口（H25.10.1） 製造品出荷額（H25.12.31） 鉱工業生産指数（年平均） 有効求人倍率（年度平均） 1人当たり県民所得
富山県 1,076千人 3,331,418百万円 （H27=100）　93.1 1.21 3,070千円
日　本 127,414千人 292,092,130百万円 （H27=100）　99.2 0.97 2,938千円

参考　世界の人口　7,211百万人

長期プライムレート（年度末） 1.20％ 株価
指数

東証（年末） 1,302.29 貿易収支（年間計）
為替レート（年末・米ドル） 105.37円 日経平均（年末終値） 16,291.31円 △87,734億円

◇主要経済指標

◇社会の出来事

≪当年度の新規事業（次年度以降継続事業）≫
・地域オープンイノベーション促進事業（平成26年度で終了）（イノベーション

推進センター）
・医薬バイオ地域イノベーション技術移転・事業化促進事業（令和２年度で終了）
（イノベーション推進センター）

・第二創業支援モデル事業（平成27年度で終了）（中小企業支援センター）
・地域需要創造型等起業・創業促進事業（平成26年度で終了）（中小企業支援セ

ンター）

≪当年度の新規事業（単年度終了事業）≫
・北陸地域ライフケア関連産業高度人材養成事業（イノベーション推進センター）
・ナノテクものづくり技術発信事業（イノベーション推進センター）
・３Ｄプリンターイノベーション事業（イノベーション推進センター）
・中国華東・華中地域貿易投資商談ミッション派遣事業（アジア経済交流センター）
・富山・岐阜・長野3県連携海外バイヤー招へい商談会開催事業（アジア経済交流
  センター）

≪当年度で終了した継続事業≫
・とやま産学官連携推進事業（イノベーション推進センター）
・新商品・新事業創出公募事業（イノベーション推進センター）
・先端技術実用化支援事業（イノベーション推進センター）
・ロボット技術開発支援事業（イノベーション推進センター）

・課題解決型医療機器等開発事業（イノベーション推進センター）
・ナノテクノロジー交流促進事業（イノベーション推進センター）
・富山県海外販路開拓 ・ 受注拡大活性化事業（アジア経済交流セ

ンター）

平成25年 4月　高等特別支援学校（富山・高岡）２校が開校
平成25年 4月　日銀が「量的・質的金融緩和」と呼ぶ大規模な金融緩和に転換
平成25年 7月　自民党が参議院選で大勝し衆参ねじれ現象解消
平成25年 9月　IOC 総会で2020オリンピック・パラリンピックの東京開催が決定
平成25年12月　「和食」の食文化がユネスコ無形文化遺産に登録
平成25年12月　イタイイタイ病について被害団体連絡協議会と原因企業が全面解決の合意書に調印
平成26年 1月　富山第一高校が全国高校サッカー選手権で優勝

◇事業の変遷

TONIOの出来事
・平成25年 5月　サブコン・タイランド2013への富山県パビリオンの設置（アジア経済交流センター）
・平成25年 8月　北陸ライフサイエンスクラスターの形成（富山ブランチ設置）（イノベーション

推進センター）
・平成25年9、10月　富山・岐阜・長野3県連携海外バイヤー招へい商談会の開催（アジア経済交流

センター）
・平成25年10月　とやまナノテク国際シンポジウム2013の開催（イノベーション推進センター）
・平成25年11月　2013国際ロボット展に富山県ブース（8社）出展（イノベーション推進センター）
・平成25年11月　2013台中工具機展への富山県パビリオンの設置（アジア経済交流センター）
・平成25年12月　中国華東・華中地域貿易投資商談ミッション団を中国江蘇省、 安徽省、 湖南省

へ派遣（アジア経済交流センター）

平成25年度（2013）

富山・岐阜・長野３県連携海外バイヤー招へい商談会

2013国際ロボット展出展
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区　分 人口（H26.10.1） 製造品出荷額（H26.12.31） 鉱工業生産指数（年平均） 有効求人倍率（年度平均） 1人当たり県民所得
富山県 1,070千人 3,567,223百万円 （H27=100）　98.7 1.39 3,107千円
日　本 127,237千人 305,139,989百万円 （H27=101.2）99.0 1.11 2,983千円

参考　世界の人口　7,295百万人

長期プライムレート（年度末） 1.15％ 株価
指数

東証（年末） 1,407.51 貿易収支（年間計）
為替レート（年末・米ドル） 119.80円 日経平均（年末終値） 17,450.77円 △104,653億円

◇主要経済指標

◇社会の出来事

≪当年度の新規事業（次年度以降継続事業）≫
・産学官連携推進事業【産学官オープンイノベーション推進事業】（イノベーション

推進センター）
・介護用機器開発実証調査等支援事業（平成27年度で終了）（イノベーション推

進センター）
・地域イノベーション（ナノテク）戦略支援事業（平成30年度で終了）（イノベー

ション推進センター）
・地域イノベーション（ナノテク）戦略支援プログラム推進事業（平成30年度で

終了）（イノベーション推進センター）
・富山県ものづくり産業未来戦略雇用創造プロジェクト事業（平成28年度で終了）
（イノベーション推進センター）

・岐阜・長野連携国内外商談機能強化事業（令和2年度で終了）（アジア経済交流センター）
・香港国際食品見本市での県産食品 PR 事業（平成28年度で終了）（アジア経済

交流センター）
・よろず支援拠点事業（中小企業支援センター）
・中小企業首都圏販路開拓支援事業（中小企業支援センター）

≪当年度の新規事業（単年度終了事業）≫
・地域オープンイノベーション設備整備事業（イノベーション推進センター）
・ものづくり未来シンポジウム事業（イノベーション推進センター）
・医療機器・医薬品参入支援事業（イノベーション推進センター）
・医工連携事業化推進事業（イノベーション推進センター）
・中国東北地域貿易投資商談ミッション派遣事業（アジア経済交流センター）
・ものづくり総合見本市開催準備事業（アジア経済交流センター）

≪当年度で終了した継続事業≫
・地域オープンイノベーション促進事業（イノベーション推進センター） ・地域需要創造型等起業・創業促進事業（中小企業支援センター）

平成26年 4月　消費税引上げ（５％→８％）
平成26年 8月　「立山黒部」が日本ジオパークに認定
平成26年10月　富山湾が「世界で最も美しい湾クラブ」に加盟
平成26年11月　APEC 首脳会議で習総書記が「一帯一路」構想を提唱

平成27年 2月　能越自動車道七尾氷見線全線開通
平成27年 3月　北陸新幹線（長野～金沢間）開通
平成27年 3月　あいの風とやま鉄道開業

◇事業の変遷

TONIOの出来事
・平成26年 6月　よろず支援拠点事業開始（中小企業支援センター）
・平成26年 7月　文科省「地域イノベーション戦略支援プログラム」（とやまナノテクコネクト・

次世代ものづくり創出プログラム）が採択（イノベーション推進センター）
・平成26年 8月　香港国際食品見本市へ富山県ブースを設置し、 県産食品の PRを実施

（アジア経済交流センター）
・平成26年10月　ものづくり産業未来戦略雇用創造プロジェクト開始（イノベーション推進

センター）
・平成26年10月　中国東北地域貿易投資商談ミッション団を中国遼寧省へ派遣（アジア経

済交流センター）

平成26年度（2014）

香港国際食品見本市　富山県企業のブース

よろず支援拠点開設

ナノテクキックオフフォーラム
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区　分 人口（H27.10.1） 製造品出荷額（H28.6.1） 鉱工業生産指数（年平均） 有効求人倍率（年度平均） 1人当たり県民所得
富山県 1,064千人 3,811,625百万円 （H27=100）100.0 1.50 3,231千円
日　本 127,095千人 313,128,563百万円 （H27=100）100.0 1.23 3,070千円

参考　世界の人口　7,380百万人

長期プライムレート（年度末） 0.95％ 株価
指数

東証（年末） 1,547.30 貿易収支（年間計）
為替レート（年末・米ドル） 120.42円 日経平均（年末終値） 19,033.71円 △8,862億円

◇主要経済指標

◇社会の出来事

≪当年度の新規事業（次年度以降継続事業）≫
・将来を担うものづくり人材育成事業（イノベーション推進センター）
・プロフェッショナル人材確保事業（平成30年度で終了）（中小企業支援センター）
・クリエイティブ産業振興事業（平成29年度で終了）（中小企業支援センター）
・とやま新伝統工芸人材確保育成事業（平成29年度で終了）（中小企業支援セン

ター）
・事業引継ぎ支援事業（令和3年度から事業統合）（中小企業支援センター）
・若者・女性等創業チャレンジ支援事業（令和２年度で終了）（中小企業支援セン

ター）

≪当年度の新規事業（単年度終了事業）≫
・ヘルスケア産業創出研究開発支援事業（イノベーション推進センター）
・高機能素材・ライフサイエンス産学官連携戦略研究事業（イノベーション推進

センター）
・富山県ものづくり総合見本市2015フォローアップミッション派遣事業（アジア

経済交流センター）
・富山県ものづくり総合見本市開催事業（アジア経済交流センター）

≪当年度で終了した継続事業≫
・とやま次世代自動車ネットワーク事業（イノベーション推進センター）
・ロボット技術開発支援事業（イノベーション推進センター）
・介護用機器開発実証調査等支援事業（イノベーション推進センター）
・第二創業支援モデル事業（イノベーション推進センター）

平成27年 4月　富山県立大学が公立大学法人化
平成27年 7月　小矢部市に北陸初のアウトレットが開業
平成27年10月　射水市で第35回全国豊かな海づくり大会開催
平成27年11月　とやまマラソン初開催
平成27年12月　気候変動枠組条約第21回締結国会議（COP21）でパリ協定採択
平成28年 1月　県リハビリテーション病院・こども支援センター開院
平成28年 1月　日本銀行が初のマイナス金利導入
平成28年 1月　梶田隆章氏（ノーベル物理学賞受賞）へ県民特別栄誉賞贈呈

◇事業の変遷

TONIOの出来事
・平成27年 4月　富山県ものづくり総合見本市実行委員会の構成団体として

「富山県ものづくり総合見本市2015」を開催（アジア経済
交流センター）

・平成27年 7月　医療機器関連企業集積地域（本郷地区）での展示会・商談会・
交流会へ初参加（イノベーション推進センター）

・平成27年10月　事業引継ぎ支援事業（従業員・役員承継、第三者承継の支援）
開始（中小企業支援センター）

平成27年度（2015）

富山県ものづくり総合見本市2015　海外企業ブース

医療機器関連企業集積地域（本郷地区）での展示会参加
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区　分 人口（H28.10.1） 製造品出荷額（H29.6.1） 鉱工業生産指数（年平均） 有効求人倍率（年度平均） 1人当たり県民所得
富山県 1,061千人 3,677,049百万円 （H27=100）　97.9 1.65 3,161千円
日　本 126,933千人 302,185,204百万円 （H27=100）100.0 1.39 3,091千円

参考　世界の人口　7,464百万人

長期プライムレート（年度末） 0.95％ 株価
指数

東証（年末） 1,518.61 貿易収支（年間計）
為替レート（年末・米ドル） 117.11円 日経平均（年末終値） 19,114.37円 55,176億円

◇主要経済指標

◇社会の出来事

≪当年度の新規事業（次年度以降継続事業）≫
・とやまロボット技術研究ネットワーク運営事業（令和元年度で終了）（イノベー

ション推進センター）

≪当年度の新規事業（単年度終了事業）≫
・とやま次世代自動車・エネルギーインフラ研究事業（イノベーション推進セン

ター）
・医薬品関連産業活性化推進事業（イノベーション推進センター）
・中国（上海・重慶）経済視察ミッション派遣事業（アジア経済交流センター）

≪当年度で終了した継続事業≫
・とやま医薬工連携ネットワーク事業（イノベーション推進センター）
・地域産学官連携強化支援事業（とやま産学官金交流会）（イノベーション推進セ

ンター）
・富山県ものづくり産業未来戦略雇用創造プロジェクト事業（イノベーション推進

センター）
・香港国際食品見本市での県産食品 PR 事業（アジア経済交流センター）

平成28年 4月　一般家庭における電力自由化がスタート
平成28年 5月　富山市でＧ7富山環境大臣会合開催
平成28年 5月　Ｇ7伊勢志摩サミット開催
平成28年 6月　日本橋とやま館開館
平成28年 8月　リオデジャネイロオリンピックで本県出身の田知本遥選手（柔道）、 登坂絵莉選手（レスリング）が金メダル獲得
平成28年11月　「高岡御車山祭の御車山行事」、「魚津タテモン行事」、「城端神明宮祭の曳山行事」を含む「山・鉾・屋台行事」がユネスコ無形

文化遺産に登録
平成29年 1月　外国人技能実習 適正化法施行
平成29年 3月　与党 PTで北陸新幹線の全線ルート確定
平成29年 3月　全国的なプレミアム・フライデー初実施

◇事業の変遷

TONIOの出来事
・平成28年10月　若い研究者を育てる会30周年記念講演会、30年のあゆみ

発行（TONIO が事務局）（イノベーション推進センター）
・平成29年 2月　中国（上海・重慶）経済視察ミッション団を派遣（アジア経

済交流センター）

平成28年度（2016）

中国（上海・重慶）経済視察ミッション団

若い研究者を育てる会30周年記念講演会
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区　分 人口（H29.10.1） 製造品出荷額（H30.6.1） 鉱工業生産指数（年平均） 有効求人倍率（年度平均） 1人当たり県民所得
富山県 1,056千人 3,863,544百万円 （H27=100）100.5 1.86 3,252千円
日　本 126,706千人 319,035,840百万円 （H27=100）103.1 1.54 3,164千円

参考　世界の人口　7,548百万人

長期プライムレート（年度末） 1.00％ 株価
指数

東証（年末） 1,817.56 貿易収支（年間計）
為替レート（年末・米ドル） 112.65円 日経平均（年末終値） 22,764.94円 49,113億円

◇主要経済指標

◇社会の出来事

≪当年度の新規事業（次年度以降継続事業）≫
・とやま水素インフラ研究事業・次世代自動車研究事業（令和元年度で終了）（イノ

ベーション推進センター）
・医薬工連携イノベーション創出事業（令和元年度で終了）（イノベーション推進

センター）
・企業間連携（コンソーシアム）による事業化実現事業（令和元年度で終了）（イノ

ベーション推進センター）
・富山県地域活性化雇用創造プロジェクト事業（令和元年度で終了）（イノベー

ション推進センター）

≪当年度の新規事業（単年度終了事業）≫
・地域中核企業創出・支援事業（イノベーション推進センター）
・富山県ものづくり総合見本市2017フォローアップミッション派遣事業（アジア

経済交流センター）
・富山県ものづくり総合見本市開催事業（アジア経済交流センター）

≪当年度で終了した継続事業≫
・クリエイティブ産業振興事業（中小企業支援センター）
・とやま新伝統工芸人材確保育成事業（中小企業支援センター）
・とやま新事業創造基金地域資源ファンド事業（中小企業支援センター）

平成29年 5月　魚津市で第68回全国植樹祭開催
平成29年 8月　富山県美術館全面開館
平成29年 9月　県 IoT 推進コンソーシアム設立大会開催
平成29年10月　第48回衆議院選挙で与党が2/3超の議席獲得
平成29年11月　県総合デザインセンター「クリエイティブ・デザイン・ハブ」開所式
平成29年11月　国際北陸工芸サミット開催
平成30年 3月　新総合計画「元気とやま創造計画」の策定

◇事業の変遷

TONIOの出来事
・平成29年 4月　地域活性化雇用創造プロジェクト開始（イノベーション推進センター）
・平成29年10月　富山県ものづくり総合見本市実行委員会の構成団体として「富山県ものづくり総合見本市2017」を開催（アジア

経済交流センター）
・平成30年 2月　富山県ものづくり総合見本市2017フォローアップミッション団をタイに派遣（アジア経済交流センター）

平成29年度（2017）

富山県ものづくり総合見本市2017フォローアップミッ
ション団
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区　分 人口（H30.10.1） 製造品出荷額（R1.6.1） 鉱工業生産指数（年平均） 有効求人倍率（年度平均） 1人当たり県民所得
富山県 1,050千人 4,031,985百万円 （H27=100）104.9 1.97 3,398千円
日　本 126,443千人 331,809,377百万円 （H27=100）104.2 1.62 3,198千円

参考　世界の人口　7,631百万人

長期プライムレート（年度末） 1.00％ 株価
指数

東証（年末） 1,494.09 貿易収支（年間計）
為替レート（年末・米ドル） 110.40円 日経平均（年末終値） 20,014.77円 11,265億円

◇主要経済指標

◇社会の出来事

≪当年度の新規事業（次年度以降継続事業）≫
・プッシュ型事業承継支援高度化事業（令和3年度から事業統合）（中小企業支援

センター）

≪当年度の新規事業（単年度終了事業）≫
・海外見本市等出展支援事業（アジア経済交流センター）
・若者・女性・シニア創業チャレンジ支援事業（中小企業支援センター）

≪当年度で終了した継続事業≫
・地域イノベーション（ナノテク）戦略支援事業（イノベーション推進センター）
・地域イノベーション（ナノテク）戦略支援プログラム推進事業（イノベーション

推進センター）
・プロフェッショナル人材確保事業（中小企業支援センター）
・とやま新事業創造基金農商工連携ファンド事業（中小企業支援センター）

平成30年 4月　富山大学に都市デザイン学部新設
平成30年 6月　働き方改革関連法成立
平成30年 6月　「とやまアルミコンソーシアム」キックオフ会議開催
平成30年 7月　東京ガールズコレクションが県内で初開催

平成30年10月　富山米新品種「富富富」本格販売開始
平成30年11月　第31回全国健康福祉祭とやま大会開催
平成30年12月　環太平洋パートナーシップ（TPP）協定発効
平成30年12月　外国人材受け入れ拡大の改正出入国管理法成立

◇事業の変遷

TONIOの出来事
・平成30年 4月　「産学官連携推進センター」を「イノベーション推進セン

ター」に改称（イノベーション推進センター）
・平成30年 4月　「環日本海経済交流センター」を「アジア経済交流センター」

に改称（アジア経済交流センター）
・平成30年 6月　プッシュ型事業承継支援事業（親族内承継の支援）開始（中

小企業支援センター）
・平成30年 9月　中国・大連日本商品展覧会にて富山県ブースを設置（アジア

経済交流センター）
・平成30年10月　ヘルスケア産業研究会事務局（ヘルスケア担当）設置（イノ

ベーション推進センター）
・平成31年 1月　地域イノベーション（ナノテク）戦略支援事業成果報告会 ・

とやまナノテクコネクト推進協議会開催（イノベーション
推進センター）

平成30年度（2018）

第1回事業承継ネットワーク連絡会議

中国・大連日本商品展覧会　富山県ブース

ナノテククラスター成果報告会
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長期プライムレート（年度末） 0.95％ 株価
指数

東証（年末） 1,721.36 貿易収支（年間計）
為替レート（年末・米ドル） 109.15円 日経平均（年末終値） 23,656.62円 1,503億円

◇主要経済指標

◇社会の出来事

≪当年度の新規事業（次年度以降継続事業）≫
・埼玉県との「ものづくり産業分野」における相互連携事業（イノベーション推進
  センター）
・ナノテク地域イノベーション技術移転・事業化促進事業（令和２年度で終了）

 （イノベーション推進センター）
・ヘルスケア産業育成創出事業（イノベーション推進センター）
・アルミ産業成長力強化戦略推進事業（イノベーション推進センター）
・移住者創業チャレンジ応援事業（中小企業支援センター）

≪当年度の新規事業（単年度終了事業）≫
・海外販路開拓支援事業（アジア経済交流センター）
・富山県ものづくり総合見本市開催事業（アジア経済交流センター）
・IoT・AI 活用人材育成・導入促進事業（令和２年度よりイノベーション推進センターへ移管）（中小企業支援センター）
・多様な起業家挑戦応援事業（中小企業支援センター）

≪当年度で終了した継続事業≫
・とやま水素インフラ・次世代自動車研究事業（イノベーション

推進センター）
・とやまロボット技術研究ネットワーク運営事業（イノベーショ

ン推進センター）
・医薬工連携イノベーション創出事業（イノベーション推進センター）

・企業間連携（コンソーシアム）による事業化実現事業（イノベー
ション推進センター）

・富山県ものづくり産業未来戦略雇用創造プロジェクト事業（イノ
ベーション推進センター）

令和元年 5月　天皇陛下がご即位・改元
令和元年 5月　朝ノ山関が大相撲夏場所で優勝
令和元年8月・9月　第９回シアターオリンピックスが県内で開催
令和元年10月　消費税引上げ（８％→10％）・軽減税率導入
令和元年10月　第15回「世界で最も美しい湾クラブ」世界総会 in 富

山2019開催

令和2年  1月　国内で初の新型コロナ感染確認
令和2年  2月　イギリスが EU 離脱
令和2年  2月　国民体育大会冬季大会スキー競技会「とやまなんと国

体2020」開催
令和2年  3月　県内で初の新型コロナ感染確認
令和2年  3月　富山駅路面電車南北接続

◇事業の変遷

TONIOの出来事
・平成31年 4月　とやまアルミコンソーシアム事務局（アルミコンソーシアム担当）設置（イノベーション推進センター）
・平成31年 4月　とやまヘルスケアコンソーシアム事務局設置（イノベーション推進センター）
・令和 元年10月　富山県ものづくり総合見本市実行委員会の構成団体として「富山県ものづくり総合見本市2019」を開催（アジア

経済交流センター）
・令和 元年12月　とやまヘルスケアコンソーシアムキックオフシンポジウムの開催（イノベーション推進センター）

平成31年度・令和元年度（2019）

富山県ものづくり総合見本市2019の様子

アルミコンソ大都市圏学生のアルミインターンシップ ヘルスケアコンソーシアムキックオフシンポジウム

区　分 人口（R1.10.1） 製造品出荷額（R1.12.31） 鉱工業生産指数（年平均） 有効求人倍率（年度平均） 1人当たり県民所得
富山県 1,043千人 3,912,395百万円 （H27=100）100.4 1.81
日　本 126,167千人 322,533,418百万円 （H27=100）101.1 1.55

参考　世界の人口　7,713百万人
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長期プライムレート（年度末） 1.00％ 株価
指数

東証（年末） 1,804.68 貿易収支（年間計）
為替レート（年末・米ドル） 103.33円 日経平均（年末終値） 27,444.17円 30,106億円

◇主要経済指標

◇社会の出来事

≪当年度の新規事業（次年度以降継続事業）≫
・とやま成長産業創造プロジェクト推進事業（イノベーション推進センター）
・IoT・AI 活用等生産性向上支援事業（イノベーション推進センター）
・海外販路開拓事業（アジア経済交流センター）
・中小・小規模事業者向け相談体制強化事業（中小企業支援センター）
・事業持続化・地域再生支援金事業（中小企業支援センター）
・若者・女性等スタートアップ支援事業（中小企業支援センター）

≪当年度で終了した継続事業≫
・医薬バイオ地域イノベーション技術移転・事業化促進事業（イノベーション推進

センター）
・ナノテク地域イノベーション技術移転・事業化促進事業（イノベーション推進

センター）
・岐阜・長野連携国内外商談機能強化事業（アジア経済交流センター）
・事業引継ぎ支援事業とプッシュ型事業承継支援高度化事業が令和3年度から

事業承継・引継ぎ支援センター事業に統合（中小企業支援センター）
・とやま起業未来塾事業（中小企業支援センター）
・起業家ビジネス成長支援事業（中小企業支援センター）

令和2年 4月　新型コロナ感染拡大により首都圏等を対象に初の緊急事態宣言
令和2年 4月　政府から国民への布マスクの配付開始
令和2年 5月　夏の甲子園の開催中止決定
令和2年 6月　プロ野球が３ヶ月遅れで開幕
令和2年 6月　立山黒部アルペンルート全線開業50周年
令和2年 7月　Go To トラベル開始（東京都を除外して）
令和2年11月　石井隆一知事が退任し、 新田八朗知事が就任
令和3年 1月　県内で幹線道路・鉄道等が停止する記録的大雪
令和3年 2月　医療従事者向けの新型コロナワクチン接種開始
令和3年 3月　福島県をスタートにオリンピック聖火リレー開始

◇事業の変遷

TONIOの出来事
・令和2年 4月　とやま成長産業創造プロジェクト開始（イノベーション推進センター）
・令和2年 4月　IoT・AI 相談窓口設置（イノベーション推進センター）

令和2年度（2020）

中国　中日（大連）博覧会への富山県企業の出展

成長産業オンライン併用セミナー（会場視聴） IoT 動画（YouTube TONIO チャンネル）

区　分 人口（R2.10.1） 製造品出荷額（R2.12.31） 鉱工業生産指数（年平均） 有効求人倍率（年度平均） 1人当たり県民所得
富山県 1,035千人 （H27=100）　92.9 1.23
日　本 126,146千人 （H27=100）　90.6 1.10

参考　世界の人口　7,795百万人
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Ⅲ  数字で見る主要事業の実績

2. 基金年度末残高の推移（H23〜R2年度）
H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

債務保証基金 0

技術振興基金 1,087,458 1,087,458 1,087,458 1,087,458 1,045,433 1,045,433 1,045,433 1,045,433 1,045,433 1,045,433

技術開発基金 293,200 293,200 293,200 293,200 293,200 293,200 281,010 281,010 281,010 279,690

学術文庫基金 15,500 15,500 15,500 15,500 15,500 15,500 15,500 15,500 15,500 15,500

地域産業活性化基金 900,000 900,000 900,000 900,000 0

技術者育成基金 234,000 234,000 234,000 234,000 0

指導体制強化基金 87,000 87,000 87,000 87,000 87,000 87,000 87,000 87,000 87,000 87,000

元気とやま中小企業総合支援基金 300,000

元気とやま中小企業ベンチャー
支援ファンド 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000

とやま新事業創造基金地域資
源ファンド 2,000,000 2,000,000 2,000,000 2,000,000 2,000,000 2,000,000 0

とやま新事業創造基金農商工
連携ファンド 3,000,000 3,000,000 3,000,000 3,000,000 3,000,000 3,000,000 3,000,000 0

創業・ベンチャー支援コクヨ基金 300 200 100 0

創業チャレンジ支援基金 11,843 10,961 9,961 8,961 7,961 7,761 6,961 6,361 5,761 4,861

（単位：千円）
年度

項目

1. 事業費の推移（H23〜R2年度）
H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

Ⅰ 一般正味財産増減の部
1. 経常増減の部

経常収益 127,479 103,175 91,012 95,248 111,247 107,098 100,036 95,136 93,525 186,533

経常費用 119,041 105,945 84,483 89,190 106,786 104,448 97,507 92,983 94,368 184,730

当期経常増減額 8,438 △2,770 6,529 6,058 4,461 2,650 2,529 2,153 △843 1,803

2. 経常外増減の部

経常外収益 25,000 5,261 12,906 996 0 2,027 240 214 2 1

経常外費用 5,000 405 527 24 3 0 12,046 7,487 15,333 0

当期経常外増減額 20,000 4,856 12,379 972 △3 2,027 △11,806 △7,273 △15,331 1

当期一般正味財産増減額 28,438 2,086 18,908 7,030 4,458 4,677 △9,277 △5,120 △16,174 1,804

当期一般正味財産期首残高 82,861 111,299 113,385 132,293 139,323 143,781 148,458 139,181 134,061 117,887

当期一般正味財産期末残高 111,299 113,385 132,293 139,323 143,781 148,458 139,181 134,061 117,887 119,691

Ⅱ 指定正味財産増減の部

当期正味財産増減額 △25,621 △614 △1,086 △896 △894 △118,302 △3,695 △901 △334 148,673

指定正味財産期首残高 349,243 323,622 323,008 321,922 321,026 320,132 201,830 198,135 197,234 196,900

指定正味財産期末残高 323,622 323,008 321,922 321,026 320,132 201,830 198,135 197,234 196,900 345,573

Ⅲ 正味財産増減の部 434,921 436,393 454,215 460,349 463,913 350,288 337,316 331,295 314,787 465,264

（単位：万円）
年度

項目
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3. イノベーション推進センターの動き
（１） 産学官連携の推進 （各種研究会・ネットワーク、 交流事業、IoT・AI など）

①北陸3県繊維産業クラスター事業等
ア　北陸3県繊維産業クラスター事業（H23）、 先端繊維開発研究会事業（H24）

北陸地域の繊維産業の活性化を図るため、 北陸3県が一体となって研究開発・販路開拓・人材育成に取り組んだ。
富山県は「環境」、「ナノファイバー」、「快適」をテーマにセミナーやグループ勉強会等を実施。
平成24年度は、 上記事業を引継ぎ、 北陸3県の繊維企業、 公設試が「快適」、「ナノファイバー」、「高機能」等の
テーマについて新商品開発に向けた勉強会（WG）を実施。

②とやま次世代自動車ネットワーク事業
ア　次世代自動車に関する技術や市場に関する情報を共有するネットワークを形成して、 次世代自動車産業への参入

に意欲的な企業を支援。

③とやまロボット技術研究ネットワーク運営事業【H23～27：ロボット技術開発支援事業】
ア　県内企業の持つものづくり技術を活かしたロボット技術の開発やロボットの利活用推進のため、 技術セミナー、

ワーキンググループ活動（WG）等による情報提供、人材育成を図り、県内企業の競争力強化を進めた。

④医薬工連携イノベーション創出事業【H23～27：とやま医薬工連携ネットワーク事業】
ア　医療機器、 福祉機器、 製薬機器分野に積極的に取り組む県内企業を支援するため、 技術セミナー等による情報

提供や展示会等の販路拡大等を行った。

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

セミナー、 回数 5 5 3 7 7 12 13 7 7 12
WG、視察 参加者（人） 196 188 189 220 195 231 199 231 210 498

展示会 回数 1 1 1 1 1
出展者（団体） 5 8 9 5 4

※ R2：データ駆動型イノベーション分野のセミナー実績含

年度項目

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

セミナー、 回数 6 6 0 10 3 9 6 9 7 5
WG、視察 参加者（人） 395 395 0 323 89 346 185 249 212 145

展示会 回数 2 1 1 2 2 2 1 2
出展者（団体） 7 9 4 28 24 20 9 15

H28～ R1：医薬品関連ものづくり研究会等実績含
R1～2：富山大学との連携によるセミナー（現場見学併催）含

・福祉機器部会、 医療機器部会、 製薬機器部会をもうけ、 新商品開発、 産学官連携に向けた活動を実施（H23～25）

年度項目

H23 H24
セミナー 回数 3

参加者（人） 150
グループ勉強会（5テーマ） 回数 32 36

出展者（人） 338 219

その他 研究開発部会4回 研究会3回
協議会3回 WG支援セミナー1回

連絡会議2回

年度項目

（単位：回、人）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

セミナー、 回数 4 5 5 5 5 7 7 8 7 7
視察 参加者（人） 199 274 217 122 114 423 356 440 306 339
※ H28～ R1：エネルギーインフラ研究会、 水素インフラ研究会実績含

・展示会（国際カーエレクトロニクス技術展）5社出展（H26）

年度項目

（単位：回、人）

（単位：回、人）

（単位：回、人）
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⑤富山県航空機産業交流会事業、 航空機産業販路開拓支援事業
ア　県内企業の航空機産業への新規参入促進等のため設置された富山県航空機産業交流会のパンフレット作成、HP

開設ほか以下の活動支援を行った。

⑩地域中核企業創出・支援事業
ア　ヘルスケア ・ スマートライフ関連分野への新規参入やビジネスの創出などを促進するため、 セミナー等を行い、

県内企業、 団体間のネットワーク形成を図った。

⑥先端研究拠点交流事業
ア　国内の先端研究拠点を訪れ、 最先端の技術情報・研究動向の収集や研究機関及び企業関係者との人的ネットワー

クの構築を進めた。

⑪埼玉県との「ものづくり産業分野」における相互連携事業
ア　埼玉県と富山県との戦略的な相互連携を進め、 両県の特色ある企業集積・技術基盤をふまえ、ものづくり産業分

野において付加価値の向上・新製品の開発を目指すために本事業を実施。

イ　事業の推移
富山県ブースとして出展し、 富山県のものづくり産業や各種支援内容等を発信。

⑧地域産学官連携強化支援事業（とやま産学官金交流会）
ア　新産業創出、 地域イノベーション創出、 地域の産業競争力向上のため、 県内企業、 大学、 高等専門学校、 公設

試験研究機関の技術者や金融機関等が活発に交流する場として産学官金交流会を開催。

⑨地域オープンイノベーション促進事業ほか
ア　企業のイノベーション創出を促進するため、 地域の公設試、 大学等の基盤強化を図るため、 北陸地域に運営協

議会を設置し、 広域的に連携する公設試験研究機関等に地域が技術的強みを有する分野を中心した試験研究・検
査機器の整備とその広域的活用方法等について協議（H25、H26地域オープンイノベーション促進事業（中部経済
産業局電力ガス事業北陸支局からの委託））し、 整備し有効的利活用促進のための広報活動を（公財）石川県産業
創出支援機構と共同で実施（H26地域オープンイノベーション設備整備事業）。

⑦北陸地域ライフケア関連産業高度人材養成事業
ア　ものづくり企業等の福祉機器産業への新規参入を支援するため、 福祉機器の概要がわかる企業の人材養成講座を

開催（H25、全6回・のべ144名参加）。

H23 H24

セミナー、 回数 5 2
視察 参加者（人） 395 71

展示会 回数 1 1
共同出展 出展者（団体） 12 13

年度項目

H29

セミナー 回数 2
参加者（人） 127

年度項目

H23 H24
視察先 多摩川精機（株）ほか （独）産業技術総合研究所
参加者（人） 21 17

年度項目

H23 H24 H25 H26 H27 H28
交流会参加者（人） 311 367 327 379 275 364

年度項目

（単位：回、人）

（単位：企業、人）

（単位：人）

（単位：回、人）
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⑫ IoT・AI 活用等生産性向上支援事業
ア　IoT 等の初期導入に関する総合的な相談対応を実施。企業での出前講座、 指導者派遣による企業課題の解決に向

けた提案、さらに IoT 等活用人材の育成研修を実施。

イ　事業の推移

R1 R2
期日 R2.1.29～30 R3.1.8～2.8
内容 彩の国ビジネスアリーナ2020 オンライン彩の国ビジネスアリーナ2021
場所 さいたまスーパーアリーナ オンライン展示  ※
※新型コロナウイルス感染拡大防止のためオンライン開催

年度項目

R2
相談企業数 23
出前講座件数 0
指導者派遣企業数 6
指導者育成研修　修了者数 14
事業費 7,428

項目 年度

（2） 新産業・新技術の創出支援 （県（委託・補助）及び TONIO 自主事業の実施状況）
①技術開発助成事業
ア　事業化が期待できる新技術・新製品の開発、 生産の合理化、 高付加、 省資源・省エネルギー、 公害防止に関す

る技術開発、ソフトウェア開発に関する経費を助成。

イ　事業の推移

②産学官共同研究開発支援に関する事業
ア　産学官の研究グループから成長産業分野を中心に研究テーマを公募し、 新商品・新事業創出等に結びつく研究開

発を委託。

イ　事業の推移

（ア）応用研究等に関する研究開発 ※

（単位：件、千円）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
助成件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
助成金額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
注：助成実績なし

年度項目

（単位：件、千円）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
採択数 10 12 14 14 9 15 10 8 5 5

バイオ分野 1 1 2 4 1 2 1 0 0 2
医薬工連携分野 3 3 2 1 3 2 2 0 0 0

分 深層水分野 1 1 1 1 0 1 0 2 0 0
野 環境･エネルギー分野 1 3 2 1 1 1 0 1 1 1
別 ものづくり分野 2 3 3 4 3 3 2 2 2 1
内 航空機分野 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0
訳 次世代自動車分野 1 1 1 1 0 2 3 2 1 0

ナノテク分野 2 1 1 3 2 0 0 1
ロボット分野 1 0 1 1 0

委託金額 19,076 22,411 25,475 25,206 16,140 23,118 16,589 15,416 8,221 7,763
※以下の事業名で実施

【H23-H25】新商品・新事業創出公募事業
【H26-H29】産学官連携推進事業（新商品・新事業創出枠）
【H30-R1】産学官イノベーション推進事業（新商品・新事業創出枠）
【R2】産学官オープンイノベーション推進事業（新商品・新事業創出枠）

年度項目

（単位：件、千円）
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（イ）実用化・量産化や困難な技術課題の解決等に関する研究開発 ※

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
採択数 7 7 7 7 3 4 3 6 9 6
委託金額 27,262 30,532 30,540 32,612 15,000 18,488 14,292 25,611 39,031 21,575
※以下の事業名で実施

【H23】高度技術実用化支援事業、オープンイノベーション型先端研究公募事業
【H24-H25】先端技術実用化支援事業
【H26】産学官連携推進事業（先端技術実用化支援枠、ナノテク地域戦略枠）
【H27-H29】産学官連携推進事業（先端技術実用化支援枠）
【H30】産学官イノベーション推進事業（先端技術実用化支援枠、CNF・高機能素材推進枠）
【R1】産学官イノベーション推進事業（新ものづくり戦略推進枠、ヘルスケア製品開発推進枠）
【R2】産学官オープンイノベーション推進事業（新ものづくり戦略推進枠）

年度項目

（単位：件、千円）

③ロボット技術開発支援事業
ア　産学官の研究グループからロボット分野に関する研究テーマを公募し、 研究開発を委託。

イ　事業の推移 ※　

④医薬品ものづくり研究開発支援事業
ア　ものづくり企業の医療現場や製薬企業・医薬品関連業界等からのニーズに基づく研究開発を委託。

イ　事業の推移 ※　

⑤企業間連携（コンソーシアム）による事業化具現事業
ア　企業間連携による製品試作開発のための助成。

イ　事業の推移　

⑥小水力発電進出支援事業
ア　県内の企業が、 新たに小水力発電分野に参入しようとする場合に、 事業化の構想や補助金を活用した技術開発に

つなげる調査などの課題を募集し、モデルとなるものを選定し支援。

イ　事業の推移　

H23 H24 H25 H26 H27
採択数 2 1 1 2 2
委託金額 3,784 2,000 1,953 738 726
※以下の事業名で実施

【H23-H25】次世代ロボット技術開発支援事業
【H26】インフラ検査用ロボット開発支援事業
【H27】とやまロボット開発支援事業

年度項目

（単位：件、千円）

H29 H30 R1
採択数 3 2 2
助成金額 14,359 5,135 13,853

年度項目

（単位：件、千円）

H23
採択数 1
委託金額 209

年度項目

（単位：件、千円）

H28 H29 H30 R1
採択数 0 1 1
委託金額 0 1,836 2,500
※以下の事業名で実施

【H28】医薬品関連産業活性化推進事業（医薬品ものづくり研究開発支援事業）
【H29-H31】医薬工連携イノベーション創出事業（医薬品ものづくり研究開発支援事業）

年度項目

（単位：件、千円）
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⑦将来を担うものづくり人材育成事業
ア　ものづくり人材の育成確保を図るため、 キャリア教育の補強として行う中学校への講師派遣、 ものづくり企業見

学会等を実施する経費を助成。

イ　事業の推移　

⑧介護機器開発実証調査等支援事業
ア　産学官の研究グループから介護用福祉機器に関する現場ニーズや課題等の調査研究、 試作品作成等に関する研究

開発を委託。

イ　事業の推移　

⑨ヘルスケア産業創出研究開発支援事業
ア　産学官の研究グループからヘルスケア分野に関する研究テーマを公募し、 研究開発を委託。

イ　事業の推移　

⑩高機能素材・ライフサイエンス産学官連携戦略研究事業
ア　産学官の研究グループから高機能素材やライフサイエンス分野に関する研究テーマを公募し、 研究開発を委託。

イ　事業の推移　

⑪雇用創造プロジェクト事業
ア　ものづくり産業の振興と雇用創出を図るため、 県内企業が自社の中核となる高度ものづくり人材の確保を支援。

イ　事業の推移　

H27 H28 H29 H30 R1 R2
採択数 1 1 1 1 1 1
助成金額 391 1,201 937 1,321 960 884

年度項目

（単位：件、千円）

H26 H27
採択数 1 1
委託金額 2,684 1,220

年度項目

（単位：件、千円）

H27
採択数 1
委託金額 1,402

年度項目

（単位：件、千円）

H27
採択数 7
委託金額 37,873

年度項目

（単位：件、千円）

H26 H27 H28 H29 H30 R1
実施件数 30 176 173 69 71 57
事業費 15,285 192,497 210,707 98,496 90,629 80,382
※以下の事業名で実施

【H26-H28】富山県ものづくり産業未来戦略雇用創造プロジェクト事業
【H29-R1】 富山県地域活性化雇用創造プロジェクト事業

年度項目

（単位：件、千円）

（3） 産学官共同研究プロジェクトの推進 （国の提案公募型研究開発採択事業、アルミコンソ、ヘルスケアコンソ）
①戦略的基盤技術高度化支援事業
ア　我が国経済を牽引していく重要な川下産業の競争力を支えるモノ作り基盤技術の高度化に向けて、 革新的ハイリ

スクな研究開発や生産プロセスのイノベーション等を実現する研究開発を支援。

イ　事業の推移

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
実施件数 10 8 4 4 5 4 4 2 3 4
事業費 415,307 251,326 95,126 95,748 125,530 88,387 87,090 72,799 69,485 70,440

年度項目

（単位：件、千円）
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②課題解決型医療機器等開発事業（平成26年度～　医工連携事業化推進事業）
ア　優れたものづくり中小企業等と医療機関等とが連携した医工連携により、 医療現場の課題の解決やニーズに応え

る医療機器、 周辺機器等の上市を目指す。

イ　事業の推移

③地域イノベーション戦略支援プログラム（旧：知的クラスター創成事業（第Ⅱ期））
ア　「ほくりく健康創造クラスター」

「とやま医薬バイオクラスター（平成15年度～19年度・文部科学省知的クラスター創生事業（第Ⅰ期））」事業の研究
成果を基に、 平成20年度から石川県と共同で実施。

イ　知的クラスター商品化・販路開拓促進事業

（ア）文部科学省の知的クラスター創成事業 ( 第Ⅰ期及び第Ⅱ期 ) 等の研究成果等を事業化に結び付けるため、クラスター
研究成果の商品化のための研究、並びに顧客への商品無償貸与及び実証テスト等も含めた販路開拓活動等を支援。

（イ）事業の推移

ウ　知的クラスター成果ＰＲ事業

（ア）知的クラスター創成事業等 ( 第Ⅰ期 ・ 第Ⅱ期 ) の成果の事業化や企業の参画等を促進するため、 研究成果及び事
業化支援施策等のＰＲ活動等を実施。

④医薬バイオ地域イノベーション技術移転・事業化促進事業
ア　「健やかな少子高齢化社会をリードする北陸ライフサイエンスクラスター」

富山県と石川県が連携して実施した「ほくりく健康創造クラスター（平成20年度～平成24年度）」を引き継ぎ、 福
井県が新たに参画して北陸３県の共同提案による「健やかな少子高齢化社会の構築をリードする北陸ライフサイ
エンスクラスター」が文部科学省「地域イノベーション戦略支援プログラム」に採択。地域の健康 ・ 医療関連産業
の創出に向けた取り組みを実施（H25～29）。

イ　医薬バイオ地域イノベーション技術移転・事業化促進事業

（ア）医薬バイオ分野における地域イノベーションを創出するために、「健やかな少子高齢化社会をリードする北陸ライ
フサイエンスクラスター（地域イノベーション戦略プログラム）」やその他関連したライフサイエンス分野の研究
成果の技術移転・事業化及び医薬工連携による医療機器等の開発の促進を図る。

（ウ）知的クラスター地域プロジェクト事業
・ 知的クラスター創生事業の研究成果を活用し、地域における世界的クラスター形成に結びつけるため、未病をター

ゲットとした研究会を開催し、アンチエイジング医療研究への展開や新事業 ・ 新サービスの創出などの検討を行
うとともに、 共同研究及び事業化等の連携に向けた海外ミッション団の派遣を実施。

・ 事業の推移　

H24 H25 H26
実施件数 1 1 1
事業費 44,999 72,000 75,474

年度項目

（単位：件、千円）

H23 H24

商品化研究開
発助成

助成件数 2 3
助成金額 5,925 9,891

販路開拓活動
助成

助成件数 1 0
助成金額 2,336 0

年度項目

（単位：件、千円）

（単位：件）

H23 H24
未来予防システム研究会開催 4 4
富山型アンチエイジング医療研究テーマ 3 3
海外ミッション団派遣回数 1 1

年度項目
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⑤地域イノベーション創出研究開発事業
ア　最先端の技術シーズをもとに新製品開発を目指す実用化技術の研究開発支援を通じ、 新たな需要を開拓、 地域の

新産業・新事業の創出に貢献しうる製品等の開発。

イ　事業の推移

⑥地域イノベーション（ナノテク）戦略支援事業
ア　富山発のナノ微細化技術を県内ものづくり産業のコア技術と融合することで、 世界的に競争力がある技術・製品

を創出し、 次世代ものづくり産業拠点の形成を図る。また、コーディネータ―を配置し、 産学官連携ネットワー
クの強化、ナノテク活用人材の育成等を行い、 本事業で開発する技術を活用した事業化を推進。

イ　事業の推移

⑦地域イノベーション（ナノテク）戦略支援プログラム推進事業
ア　「とやまナノテククラスター」事業の推進のため、イノベーション推進協議会の運営、国際技術動向調査等を実施。

イ　事業の推移

⑧ナノテク地域イノベーション技術移転・事業化促進事業
ア　地域イノベーション戦略支援プログラム（とやまナノテククラスター）での取り組みについて、PR 活動を通じ、

研究成果の技術移転・事業化を促進。

イ　事業の推移

⑨ヘルスケア産業育成創出事業
ア　新たな成長産業として、 急速に拡大・ 成長するヘルスケア分野に、 本県企業の参入を促し、 先端技術や素材な

どを用いた製品開発、 事業化を推進。

（イ）事業の推移

H23
件数 1
委託費 17,000

年度項目

（単位：件、千円）

H26 H27 H28 H29 H30
事業化（製品化等）件数 0 0 3 9 9
特許等出願件数 0 3 8 15 26
査読論文数 2 10 27 39 58
国等プロジェクト採択数 3 7 11 17 17
参画企業数 12 30 42 48 40

年度項目

（単位：件）

H26 H27 H28 H29 H30
推進協議会運営 1 1 1 1 1
国際技術動向調査等 2 1 1 2 1

年度項目

（単位：件）

R1 R2
展示会等出展 2 5
情報発信・提供 2

年度項目

（単位：件）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
マッチング支援 3 1 1 2 2 2 3 4
セミナー開催 1 1
技術指導 4 4 4 3

年度項目

（単位：件）
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⑩アルミ産業成長力強化戦略推進事業
ア　大学のシーズ等を活かしたアルミ産業の新事業創出等を目指し、 高機能素材であるアルミの特性を活かす産学官

が取り組む研究開発プロジェクトを推進。

イ　事業の推移

（4） ものづくり研究開発センターの運営管理
①ものづくり研究開発センター管理運営事業
ア　富山県ものづくり研究開発センターについて、 円滑な運営のために富山県及びその他関係機関と連携・協力する

とともに、ホームページ等による情報発信業務や開発支援棟の使用料徴収、 施設の維持修繕等、 同センターの運
営に係る管理業務を実施。

イ　事業の推移

②　ナノテクノロジー交流促進事業
ア　「バイオ・医療・医薬分野」、「エネルギー・環境・材料分野」、「機械・加工・計測分野」の３分野について、ナノ

テクノロジーコア技術の高度化や利活用の研究会を開催。

イ　事業の推移

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

企業スペース
（40㎡×10室） 10 10 8 8 7 8 9 9 9 10

プロジェクトスペース
（80㎡×2室） 1 2 2 2 1 0 1 2 1 1

プロジェクトスペース
（120㎡×2室） 1 2 2 2 2 1 2 2 2 2

計 12 14 12 12 10 9 12 13 12 13

年度項目

（単位：室　※3月末時点）

H24 H25
研究会等 10 10

年度項目

（単位：件）

イ　事業の推移

H30 R1 R2
研究開発委託件数 4 4 4
研究開発委託金額 14,127 17,145 17,381
基盤整備補助件数 1 3 2
基盤整備補助金額 3,182 11,065 11,068

大都市圏学生インターン
シップ参加者数 2 7

県内学生インターンシッ
プ参加者数 6

セミナー等開催回数 2 1
セミナー等出席者数 37 11
※ 平成30年度の研究開発委託及び基盤整備補助については富山県が実施したもの。

年度項目

（単位：件、千円、人、回）

H29 H30 R1 R2
研究開発委託件数 1 5
研究開発委託金額 1,402 13,896
セミナー開催回数 3 3 3
セミナー出席者数 99 138 80
シンポジウム出席者数 108
※ 平成29年度の研究開発委託についてはヘルスケア産業創出研究開発支援事業として実施したもの（再掲）

年度項目

（単位：件、千円、回、人）



21

③ナノテクものづくり技術発信事業
ア　第13回国際ナノテクノロジー総合展・技術会議に富山県ブースを出展。

イ　事業の推移

④３Ｄプリンターイノベーション事業
ア　次世代の３D プリンターを創成、 活用するための研究会を開催。

イ　事業の推移

⑤記念事業
ア　ものづくり研究開発センターの開所や新たなラボのオープンに伴い、記念事業を開催してセンターの PR を行った。

H25
出展 1

年度項目

（単位：件）

H25
研究会 3

年度項目

（単位：件）

H23 H26
事業 開所記念シンポジウム ものづくり未来シンポジウム
参加者（人） 226 156

年度項目

（単位：人）

4. 中小企業支援センターの動き
（１） 経営の革新・活性化支援の実施状況

①窓口相談事業
ア　中小企業の経営や IT 化、 金融面での支援を強力に推進するため、 経営や IT、 金融面に精通した専門相談員を

配置し、 相談体制の強化・充実を図りながら実施。

イ　プロジェクトマネージャー・専門相談員等による相談の推移

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
相談企業数 578 617 615 484 426 447 512 324 359 360
相談延べ件数 1,390 1,507 1,470 1,227 1,212 1,220 1,091 714 885 1,054
相談内訳の合計数 1,704 1,959 1,595 1,395 1,316 1,260 1,132 750 909 1,054

販路開拓 290 272 172 108 141 152 118 40 114 40
融資・資金 100 101 103 101 65 52 7 2 34 6
補助金 231 247 565 509 503 473 354 298 310 418
法律 26 13 4 2 4 1 2 2 1 6
人事・労務 42 36 48 30 52 42 43 21 29 43

相 研究開発 166 239 145 73 48 37 19 24 17 5
談 ビジネスプラン 202 241 204 182 83 85 58 22 47 35
内 IT（販売） 48 63 51 25 37 20 10 16

14 10
訳 IT（管理） 10 46 21 33 21 12 12 5

IoT 0 0 0 0 0 0 0 0 19 4
事業提携 35 27 18 5 47 79 65 45 6 1
会社設立 16 25 11 10 7 9 7 4 8 11
ISO 12 14 5 10 8 23 8 12 2 4
特許 22 7 6 2 1 1 0 1 1 0
その他 504 628 242 305 299 274 429 258 307 471

年度項目

（単位：社、件）
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②専門家派遣事業
ア　中小企業の経営向上を図るため、 経営・技術・情報等に精通する専門家を派遣して、 診断・助言を実施。

イ　事業の推移

③受発注取引情報収集提供事業
ア　中小企業の受注機会の拡大を図るため、 企業訪問による受発注情報、 製品情報等の情報提供を積極的に行うとと

もに、 広域的かつ効率的な受発注取引あっせんを推進。

イ　事業の推移
・ 受発注取引のあっせん

④商談会等開催事業
ア　販路の拡大や取引先の開拓を図るため、 広域商談会の開催や地域見本市出展企業の支援により、 取引先の多角化、

販路の自立化を支援。

イ　事業の推移
・ 広域商談会

・ 受注開拓促進事業

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
専門家登録数 229 231 216 143 133 125 137 109 112 124
派遣企業数 102 112 95 63 73 43 61 42 57 41
派遣延べ日数 755 645 617 415 453 274 374 245 344 258

派
遣
延
べ
日
数
内
訳

ISO 専門家 80 53 24 40 16 39 48 33 16 16
IT 専門家 144 106 48 35 77 15 10 37 19 34
経営コンサルタント 110 87 116 82 29 15 54 0 45 5
技術士・技術専門家 65 5 62 7 69 26 6 13 0 7
中小企業診断士 112 248 219 183 123 112 143 122 164 140
社会保険労務士 110 49 71 47 78 45 60 26 61 48
その他 134 97 77 21 61 22 53 14 39 8

年度項目

（単位：人、社、日）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
発注申し出件数 86 141 95 157 142 156 170 152 164 96
受注申し出件数 138 108 89 78 107 166 156 89 162 292
あっせん紹介件数 873 1167 923 864 658 753 752 657 907 526
成立件数 55 107 95 70 54 66 74 70 62 53

契約成立当初受注金額
　　　　　　（千円） 130,107 244,480 103,230 99,120 594,628 303,493 149,291 195,190 624,993 177,140

年度項目

（単位：件、千円）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
商談会開催数 3 4 3 4 3 3 3 3 3 3

開催場所
東京
大阪
名古屋

東京
大阪
名古屋
神奈川

東京
大阪
名古屋

東京
大阪
名古屋
神奈川

東京
大阪
名古屋

東京
大阪
名古屋

東京
大阪
名古屋

東京
大阪
名古屋

東京
大阪
名古屋

東京
大阪
名古屋

発注企業 65 123 86 143 121 122 135 131 139 60
受注企業 121 195 129 191 168 181 165 177 232 109
商談件数 484 887 621 934 856 865 862 922 1070 457
成立件数 25 38 30 31 30 32 50 31 32 8
当初成立金額（百万円） 37.7 247 457 348 58 33 96 56 33 49
※平成26年以降の東京商談会は、 長野県と合同での開催。（富山・長野連携首都圏（H29より東京）商談会開催事業）

年度項目

（単位：回、社、件、百万円）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

外注計画調査・
発注ニーズ調査

回数 3 4 3 4 3 3 3 3 3 3
延対象 1,775 3,439 2,236 4,306 3,126 3,695 3,648 3,654 3,747 2,820

広域あっせん（紹介件数）
発注開拓企業（延べ数） 149 166 156 194 136 151 150 144 141 46
※10年の歩みに入っていた「広域あっせん（紹介件数）」はデータが無いため削除

年度項目

（単位：回、社、件）
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⑤ビジネスインキュベーション推進事業
ア　県内インキュベート施設に入居する事業者に対し、 新技術の事業化や販路開拓等の経営課題について指導・助言

を行うため、インキュベーション推進員（一般社団法人富山県中小企業診断協会に訪問業務等の一部を委託）を設
置し、 訪問活動等を実施。

イ　事業の推移

⑥中小企業再生支援協議会等事業
・中小企業再生支援協議会事業

ア　中小企業の再生に関わる相談を受け、 問題解決に向けた適切なアドバイスを実施するとともに、 相談案件のうち
再生のために財務や事業の抜本的な見直しが必要な企業について、 中小企業診断士、 公認会計士、 弁護士等の
専門家で編成される支援チームにより、 財務面・事業面について調査等を行い、 金融機関との調整を図りながら
再生計画の策定支援を実施。

イ　事業の推移

・経営改善支援センター事業

ア　中小企業経営力強化支援法に基づき認定された経営革新等支援機関が経営改善計画の策定を支援し、 中小企業 ・
小規模事業者が認定支援機関に対し負担する計画策定費用及びフォローアップ費用について、 経営改善支援セン
ターが、2/3を支援。

イ　平成29年5月29日より資金実績・計画表やビジネスモデル俯瞰図など早期の経営改善計画を策定する場合、 専門
家に対する支払い費用の2/3を支援する事業を実施。

ウ　事業の推移   

・ とやま次世代自動車新技術・新工法展示商談会
　販路の拡大や取引先の開拓を図るため、大手自動車関連企業に出向き展示商談会を開催。

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
相談等件数 1,316 1,668 1,343 1,235 1,182 1,123 1,228 1,257 1,005 921
企業等訪問件数 1,529 1,515 1,336 1,313 1,315 1,245 1,226 1,211 1,142 896

年度項目

（単位：件）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
相談先数 27 81 38 51 37 27 17 34 31 119
相談件数 135 229 240 314 377 345 368 220 363 395

年度項目

（単位：社、件）

H27 H28 H29 H30 R1
開催場所 ホンダ デンソー トヨタ自動車 マツダ トヨタ自動車
出展企業 42 44 46 30 39
商談件数 986 1,670 2,810 1,305 1,934
平成30年より、とやま次世代自動車ビジネスマッチング事業

年度項目

（単位：社、件）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
問合せ・相談件数 372 334 281 58 86 55 28 19

ア 利用申請件数 96 123 64 44 69 67 64 38
支払申請件数 52 82 81 44 46 57 67 46
問合せ・相談件数 93 27 22 11

イ 利用申請件数 88 45 55 109
支払申請件数 36 55 49 109

年度項目

（単位：件）

・事業引継ぎ支援事業

ア　平成27年10月1日に「富山県事業引継ぎ支援センター」を設置し、 後継者問題を抱える中小企業 ・ 小規模事業者
の事業引継ぎや事業承継の促進・円滑化を図るために、 課題解決に向けた助言、 情報提供及びマッチング支援を
実施。
また、 創業を目指す起業家と後継者不在の事業主を引き合わせる支援事業として、 後継者人材バンクを設置。
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イ　事業の推移
従業員・役員承継、 第三者承継　

・プッシュ型事業承継支援高度化事業

ア　県内外の中小企業支援機関で、 事業承継ネットワークを組織して、 中小企業・ 小規模事業者に対し、 事業承継
診断ヒアリングを行い、 気づきと事業承継支援ニーズの掘り起こしを実施。
掘り起こされたニーズに対してブロックコーディネーターや士業専門家が相談対応や事業承継計画策定などの個
別企業支援を実施。
また、 事業承継にあたり障害となる経営者の個人保証の解除に向けた支援を実施。

イ　事業の推移
親族内承継　

H27 H28 H29 H30 R1 R2
相談企業数 24 27 93 130 134 150
うち、 譲渡相談件数 9 16 43 66 77 81
成約件数 0 1 2 7 20 24

年度項目

（単位：件）

⑦中小企業外国出願助成事業
ア　県内の中小企業等が外国へ特許出願する場合、その出願経費の一部を助成。

イ　事業の推移

⑨プロフェッショナル人材確保事業
ア　県内企業に対して、 新事業や新販路の開拓などの経営展開や企業の成長実現を担うプロフェッショナル人材確保

のサポートを実施。

イ　事業の推移

⑧よろず支援拠点事業
ア　中小企業・ 小規模事業者の売上拡大・ 経営改善など経営上の相談に対応するため、コーディネーターらが地域の

支援機関等と連携しながら、ワンストップサービスで対応。

イ　事業の推移

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
助成件数 1 1 0 3 3 2 2 4 6 2
助成金額 679 659 0 2,113 746 681 762 312 1,452 217

年度項目

（単位：件、千円）

H30 R1 R2
事業承継診断件数 1,384 2,220 2,447
事業承継計画策定件数 25 427 601
経営者保証解除支援件数 42

年度項目

（単位：件）

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
来訪相談者数 702 1,675 1,798 1,890 1,848 2,084 2,043
相談対応件数 1,724 4,718 2,949 3,190 3,486 4,612 5,413
課題解決件数 722 2,135 1,124 103 139 214 281
ネットワーク活動件数 110 122 138 171 257

支援機関連携ネットワーク
会議開催回数 2 2 2 1 1 1 1

セミナー開催回数 5 5 9 9 9 7 39

年度項目

（単位：人、件、回）

H27 H28 H29 H30
相談件数 245 282
戦略協議会の開催 1 1 1
セミナー開催回数 1 1 2 2

年度項目

（単位：件、回）
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⑩クリエイティブ産業振興事業
ア　県内クリエイターに関する情報を集約した専用サイトの開設、セミナーの開催、 県内クリエイター等を活用した

商品開発・ブランド確立への取り組みに対して一部経費を助成。

イ　事業の推移

⑪とやま新伝統工芸人材確保育成事業
ア　伝統工芸産業の人材確保・育成のため、インターンシップや職場体験を実施。

イ　事業の推移

（2） 起業家の育成・ベンチャー企業等支援の実施状況
①とやま起業未来塾事業
ア　富山県の産業を活性化させ、 活力ある県づくりを進めるため、 新分野の起業を目指す若者、 女性、 熟年者など

を支援する「とやま起業未来塾」を開設した。

イ　事業の推移

H27 H28 H29
クリエイター登録数 64 76
セミナー開催回数 1 2 2
助成件数 12 13
助成金額 4.498 3,995

年度項目

（単位：件、回、千円）

H27 H28 H29
インターンシップ受入企業数 7 15 11

〃　　　参加者数 9 36 25
求職者向け職場体験受入企業数 12 19

〃　　　　参加者数 16 22
在職者職業訓練開催回数 1 2 4
　　　〃　　　参加者数 27 48 77

年度項目

（単位：社、人、回）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
入塾者数 24 25 22 24 23 23 23 20 21 21
創業 ･ 新分野進出コース 18 18
ものづくりコース 5 5
商業 ･ サービス業コース 6 7 6 6 6
新分野進出コース 6 6
コミュニティビジネスコース 6 7 5 6 6 6 6 7 6 6
ものづくり･新伝統産業コース 6 6 6
グローバル全国展開コース 5 5 5

ものづくり ･ 商業 ･ サー
ビス業コース 7 10 10

未来ビジネス創造コース 6 5 5

※備考：平成25年に、 創業･新分野進出コースを「ものづくりコース」「商業 ･ サービス業コース」「新分野進出コース」
に、 平成27年に、ものづくりコースを「ものづくり･新伝統産業コース」、「新分野進出コース」を「グローバル･ 全国
展開コース」に、平成30年に、「ものづくり新伝統産業コース」「商業･サービス業コース」を「ものづくり･商業･サー
ビス業コース」に、「グローバル･ 全国展開コース」を「未来ビジネス創造コース」として実施。

年度項目

（単位：人）

②起業家の卵育成事業、 創業チャレンジ支援事業（起業家の卵育成事業は平成23年に終了）
ア　県内の高校生・大学生・若者などを対象に、起業者の講演、経営者講演、県内企業見学会などを行うことにより、

起業家精神を涵養し、 起業家のすそ野を広げるため実施。
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イ　事業の推移

④第二創業支援モデル事業
ア　県内中小企業等の後継者が実施する新規性・独自性のある事業計画に対して、 要する経費の一部を助成。

イ　事業の推移

⑤地域需要創造型等起業・創業促進事業
ア　地域のニーズを把握し独創的なサービスや商品等の提供をする女性・若者、 及び第二創業する個人又は中小・小

規模事業者に対して補助金を交付。

イ　事業の推移

③創業・ベンチャースタートアップ支援事業
・創業・ベンチャー挑戦応援事業

ア　県内で創業を予定する者または創業後３年以内の中小企業者から事業計画を募集し、 新規性・独自性のある事業
に対して助成。

イ　事業の推移

・若者・女性等創業チャレンジ支援事業（H28～若者・女性・シニア創業チャレンジ支援事業、H31～多様な起業家挑
戦応援事業、R2～若者・女性等スタートアップ支援事業）

ア　若者・女性等から事業計画を募集し、 新規性・独自性のある事業に対して助成。

イ　事業の推移

・移住者創業チャレンジ応援事業

ア　東京圏から移住し、 県内で創業を予定している方から社会性・事業性・必要性のある事業計画を募集し、 優秀な
ビジネスプランに対して助成。

イ　事業の推移

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

起業者講演
（学校への
派遣）

実施学校数 5 6 5 4 3 3 2 2 2
講演件数 6 8 6 5 5 4 3 3 3
参加者数 662 800 383 525 269 276 102 94 83

企業経営者
講演

講演件数 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2
参加者数 109 110 126 88 106 110 110 130 127 100

年度項目

（単位：校、件、人）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
助成件数 10 9 7 8 8 6 5 6 6 6
助成金額 11,696 6,818 8,000 8,201 8,162 4,086 5,454 4,875 5,606 5,999

年度項目

（単位：件、千円）

H27 H28 H29 H30 R1 R2
助成件数 7 7 8 8 8 11
助成金額 6,961 7,514 6,717 6,158 7,193 11,842

年度項目

（単位：件、千円）

R1 R2
助成件数 4 5
助成金額 7,828 6,000

年度項目

（単位：件、千円）

H25 H26 H27
助成件数 2 3 2
助成金額 2,383 3,500 3,000

年度項目

（単位：件、千円）

H25 H26
補助件数 40 15
補助金額 109,830 23,755

年度項目

（単位：件、千円）
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②とやま新事業チャレンジ支援事業（地域資源ファンド事業）
ア　富山ならではの地域資源（産地の技術、農林水産品、観光資源）を活用した、中小企業の新商品・新サービス開発、

販路開拓等の取組みを支援。

イ　事業の推移
H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

助成件数 11 23 18 16 14 13 10
助成金額 15,362 34,242 31,002 23,654 39,554 40,628 45,438
※平成29年度で終了

年度項目

（単位：件、千円）

（3） ファンド事業の実施状況
①元気とやま中小企業総合支援ファンド事業（H24～元気とやま中小ベンチャー総合支援ファンド事業）
ア　元気とやまを創造する企業（県民に貢献する企業）に対し、 その発行する株式や社債を引き受けることにより長期

低利の資金を提供するとともに、コミュニティビジネスを行う者に対する融資（県制度融資「新産業・ ベンチャー
創出支援資金地域貢献型事業（コミュニティビジネス）支援枠」）に対して債務保証を実施。

イ　事業の推移

③とやま新事業創造基金　農商工連携ファンド事業
ア　県内の中小企業者と農林漁業者が連携して行う、 新商品、 新サービスの開発、 販路開拓等の取組みを支援。

イ　事業の推移
H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

助成件数 9 7 6 6 10 15 9 2
助成金額 18,017 7,171 8,174 5,770 8,710 16,927 11,676 20,090
※平成30年度で終了

年度項目

（単位：件、千円）

（4） 販路開拓支援・設備資金の貸付等の実施状況
①販路開拓マッチングコーディネート事業
ア　首都圏等で広いネットワークを持つマッチングコーディネーター等を活用して、 中小企業の販路開拓を支援。

イ　事業の推移

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
支援企業数 20 20 16 23 18 16 10 8 8 8

支援の
内訳

マッチング
コーディネーター 11 12 11 14 12 8

外部専門家 15

営業マーケティングセミナー
開催 4 4

※平成24･25年は「販路開拓ステップアップ事業」、 平成26年以降は「中小企業首都圏販路開拓支援事業」として実施。

年度項目

（単位：社、人、回）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

間接投資
事業

件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
投資金額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
債務保証額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

直接投資
事業

件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
投資金額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
債務保証額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地域貢献型
事業

件数 2 4 3 2 0 1 0 0 1 0
債務保証額 25,200 30,030 24,500 8,043 0 7,000 0 0 14,000 0

年度項目

（単位：件、千円）
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②販路開拓総合助成事業
ア　中小企業が実施する市場調査や国内外の見本市出展等販路開拓活動に幅広く助成。

イ　事業の推移
H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

国内分販路
開拓支援

助成件数 17 17 19 10 11 9 33 22 17 11
助成金額 2,392 2,269 3,150 1,312 2,538 1,893 7,055 5,022 3,230 1,704

海外分販路
開拓支援

助成件数 30 20 16 16 22 12 9 8 17 6
助成金額 5,767 4,697 2,779 3,960 4,565 1,750 1,142 2,351 4,282 0

※販路開拓総合助成事業は平成24年までで終了し、 平成25年からはとやま中小企業チャレンジファンド事業（販路開拓
挑戦応援事業）として実施。

年度項目

（単位：件、千円）

③設備資金貸付事業
ア　小規模企業者等設備導入資金助成法に基づき、 小規模企業者等を対象に創業及び経営基盤の強化を図るため、 新

たに導入する必要があると認められる設備額の２分の１以内の資金を無利子で７年以内の期間で貸付。

イ　事業の推移
H23 H24

件数 2 2
金額 30,000 18,000
※平成25年より休止

年度項目

（単位：件、千円）

（5） 情報化支援の実施状況
①情報化支援事業
ア　企業の情報化に取り組む意欲のある地域の中小企業者に対し、 各種データベースや文献の充実を図りながら情報

を速やかに提供するとともに、インターネットを企業活動に積極的に導入し活用するための支援を実施。

イ　事業の推移
・ TONIO ホームページの情報発信

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
総ページビュー数 1,159,478 995,620 1,194,624 1,022,118 1,127,439 396,279 385,853 396,492 357,138 573,159
トップページビュー数 112,175 92,860 99,773 63,622 68,201 62,120 62,531 58,722 66,620 121,309

年度項目

（単位：件）

・ 産業情報等に関する図書・雑誌・新聞・ビデオの各年度別収集数

・ オリジナルデータベース「TODAY」の各年度別構築数、アクセス数

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
図書 151 58 55 47 42 34 40 66 55 92
雑誌 55 55 55 51 48 41 39 37 35 34
機関紙
新聞 8 8 7 8 8 8 8 8 7 7
ビデオソフト・DVD 79 127 56 66 61 44 35 30 32 12

年度項目

（単位：冊、種、紙、本）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
人材情報 229 231 216 143 133 125 137 109 112 124
文献情報 1,167 1,039 940 901 871 732 723 684 681 682
ビデオ情報 79 127 58 66 62 44 35 30 32 12

年度項目

（単位：件）
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・ 窓口等情報提供等利用状況

・ TOYAMA インターネット活用研究会会員事業

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
情報提供件数 530 253 341 309 284 390 517 406 373 422

相
談
内
訳

企業・機関情報 150 39 49 44 30 33 38 14 58 133
人材情報 2 4 2 0 4 4 2 1 2 3
業界・需要動向 34 8 50 47 41 102 204 167 139 166
産業経済一般 5 30 28 25 25 16 25 15 15 26
商圏情報 112 136 109 98 83 62 29 23
その他 227 36 103 95 101 173 219 186 159 94

資料貸出 782 748 930 1,133 1,228 1,024 1,014 1,066 877 930
ビデオ貸出 2,245 2,108 1,840 1,769 1,662 1,229 1,107 1,166 988 863
　計 3,557 3,109 3,111 3,211 3,174 2,643 2,639 2,638 2,238 2,215

年度項目

（単位：件）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
会員数 118 118 118 112 116 109 104 92 89 67

セミナー・
会員勉強会

開催数 16 16 15 13 12 10 11 16 16 9
実参加人数 177 283 307 239 224 175 146 149 224 94
Web参加人数 96

WEB運営
実践講座

開催数 15 10 10 12 13 4 12 12 10 8
実参加人数 262 190 202 212 230 38 363 313 223 87
Web参加人数 80

情報交流会参加人数 24 24 28 26 26 無開催 無開催 無開催 無開催 無開催

年度項目

（単位：件）

・ TONIO サービス利用会員事業（平成23年度で事業終了）

H23
会員数 104
情報交換会参加人数 29

研修会・講習
会等の開催

開催数 9
参加人数 143

年度項目

（単位：件）

・ IT ビジネス利活用促進支援事業

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

コース数
2コース

+
4セミナー

2コース
+

3セミナー

3コース
+

3セミナー

3コース
+

3セミナー

3コース
+

2セミナー
2コース 2コース 2コース 2コース 2コース

受講者 19+9+
56+87+21+80

29+12+
76+80+33

14+12+10
67+57+104

12+14+12
69+53+77

16+12+13
60+59 14+12 7+10 13+12 7+5 2+4

年度
項目

（単位：件、人）

5. アジア経済交流センターの動き
（１） アジア経済交流の実施状況

①環日本海経済交流推進事業
ア　環日本海地域における貿易・投資等の経済交流を推進するため、ビジネス情報等を提供。

イ　事業の推移　
H23 H24 H25 H26 H27

貿易・投資セミ
ナーの開催

開催回数 3 4 9 9 8

参加者数 245 208 243 270 376
※平成28年度より環日本海経済情報ネットワーク事業へ統合

年度項目

（単位：回、人）
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（2） 貿易投資コンサルティングの実施状況
①貿易投資コンサルティング事業
ア　アジア地域や貿易等に関する専門知識を有するアドバイザーを配置し、企業からの相談に応じるとともに、セミナー

等を開催。

イ　アドバイザー等による海外調査を実施。

ウ　事業の推移

（3） 海外市場開拓の支援の実施状況
①海外販路開拓サポートデスク事業
ア　海外経験の少ない県内中小企業等の海外販路開拓を総合的に支援するため、「富山県海外販路開拓サポートデスク」

を設置し、 企業からの相談に対応。

イ　事業の推移

②販路開拓総合助成事業（再掲・海外分）（平成25年度～とやま中小企業チャレンジファンド事業＜販路開拓
挑戦応援事業（国外分）＞）

ア　販路開拓総合助成事業（再掲・海外分）
中小企業が実施する市場調査や国内外の見本市出展等販路開拓活動に幅広く助成。

イ　とやま中小企業チャレンジファンド事業＜販路開拓挑戦応援事業（国外分）＞（再掲・国外分）
中小企業が実施する国内（県外）又は国外の見本市・展示会等への出展、 市場調査、 広報、 海外マーケティング
等の事業に助成。

②アジア経済情報ネットワーク事業（平成29年度までは環日本海経済情報ネットワーク事業）
ア　アジア地域における貿易・投資等の経済交流を推進するため、 最新のビジネス情報等の提供と各種調査を実施。

イ　事業の推移　

②貿易投資指導事業
ア　中国に関心のある県内企業等が業種を超えて集まり、 意見や情報を交換し、 中国に対する理解を深めることを目

的とした勉強会「中国研究会」を開催。

イ　事業の推移　

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

アジア経済ジャー
ナルの発行

発行回数 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1

1回の発行部数 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400
ホームページアクセス件数 16,727 17,681 18,999 9,932 12,512 13,344 9,269 8,070 7,364 6,592
メールマガジン配信件数 250 290 302 309 337 359 464 484 473 482
各種調査の実施件数 1 1 1 1 1

年度項目

（単位：回、部、件）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

中国研究会
開催数 11 11 11 10 11 11 11 7 8 1

参加者数 218 193 181 200 196 205 179 108 139 15

年度項目

（単位：回、人）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

相談件数※ 132 205 194 180 213 49 46 95 93 77

海外調査出張 1 3 2 2 2 1 1 1
※ H30以降は、 貿易投資コンサルティング事業の相談件数を含む

年度項目

（単位：回、件）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
コンサルティング件数 94 62 46 36 28 23 2 37 26 9
セミナーの開催 1 1 1 2 1 1
セミナー等講師派遣件数 6 2 1 3 4
アドバイザー等海外調査件数 2 2 1 1 1 1 1 1 1

年度項目

（単位：回、件）
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ウ　事業の推移

③海外バイヤー招へい商談会開催事業
ア　岐阜・長野連携国内外商談機能強化事業

経済成長著しいアジア地域をはじめとする海外への市場開拓を進めるため、 富山県、 岐阜県及び長野県が連携し
て、 当該地域から食品・伝統工芸品分野のバイヤーを招へいした商談会を開催。

イ　事業の推移

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

助成件数 30 20 16 16 22 12 9 8 17 6

助成金額 5,767 4,697 2,779 3,960 4,565 1,750 1,142 2,351 4,282 0

年度項目

（単位：件、千円）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

開催回数 2 1 1 1 1 2 2 1

招へいバイヤー数 12 9 11 13 15 14 14 10

参加企業数 34 21 17 25 25 33 31 21

年度項目

（単位：回、社）

④経済交流ミッション派遣事業
ア　県内企業の海外ビジネス展開を支援するため、アジア各国・地域にミッション団を派遣。

イ　事業の推移

⑤展示会等出展支援事業
ア　県内企業の海外ビジネス展開を支援するため、 現地国際展示会等への富山県パビリオンの設置等を実施。

イ　事業の推移

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

派遣先国・地域 中国 台湾 中国 中国
ミャンマー、
ベトナム、
シンガポール

中国 タイ

参加企業・団体数 8 12 7 1 9 8 15
参加者数（事務局含む） 14 16 10 4 14 8 19

年度項目

（単位：社、人）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

展示会開催国・地域 タイ、
中国 香港 香港 香港 台湾、

中国 中国 中国

展示会出展回数 2 1 1 1 2 1 1
参加企業・団体数 13 7 8 8 15 18 8

年度項目

（単位：回、社）

（4） 展示商談会等の実施状況
①展示商談会開催事業
ア　NEAR 展示商談会開催事業（～平成24年度）

北東アジア地域との経済交流の活性化と県内企業のビジネス機会の拡大を図るため、 当該地域の企業と県内企業
が商談や情報交換を行う経済交流イベント「北東アジア経済交流 EXPO 展示商談会（NEAR）」を平成16年度から
隔年ごとに開催。
なお、 平成22年度からは、 県内ものづくり企業が一同に会する「とやまテクノフェア」と同時開催。

イ　ものづくり総合見本市開催事業（平成27年度～）
さらなる国際ビジネス機会の提供をはかるため、 NEAR 展示商談会と「とやまテクノフェア」を統合し、 新たに

「富山県ものづくり総合見本市」として隔年ごとに開催。

ウ　事業の推移

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

出展企業・団体数 142 388 440 478

会期中商談件数 1,243 4,354 5,148 8,317

来場者数 5,310 16,419 24,566 25,981

年度項目

（単位：社、件、人）
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1. 理事会

Ⅳ  歴代役員

役職 役職

理　事　長

副理事長

副理事長

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

専務理事

監　　事

監　　事

会　　長

理　事　長

副理事長

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

専務理事

監　　事

監　　事

氏名 氏名

石井　隆一

犬島伸一郎

遠藤　俊郎

森　　雅志

伊東　尚志

久和　　進

吉田　忠裕

川村　人志

中尾　哲雄

本間　博夫

田中　一郎

梅田ひろ美

夏野　麗子

石塚　　勝

菅田　益司

荒木　　勝

南日　康夫

石澤　義文

田中　　潔
藤城　敏史

龍山　智榮

藤野　文晤

池田　　進
海野　　進

柳野　隆之

馬嶋　　章
梶田　聡仁

石井　隆一
新田　八朗

植出　耕一
寺林　　敏
山崎　康至
伍嶋二美男

田中　一郎
町野　利道
谷川　正人

丹羽　　昇
二階堂敏雄
北島　　勲

岡田　敏美
前田　幸男
高橋剛一郎
鈴木真由美

梅田ひろ美
東出　悦子

大久保　敦
山本　　諭
髙村　大輔

佐野究一郎
蔵堀　祐一
小城　慎治
磯部　　賢
亀井　明紀
大橋　　豊
猪俣　明彦
柿沢　昌宏
堀口　　正
廣島　伸一
三牧純一郎
船平　智之

 
藤城　敏史
角崎　雅博
二口　友昭
土肥　義治

藤野　文晤
鎌田　慶昭

海野　　進
島﨑　慎一
夏野　光弘

飯田　久範
天坂　幸治
島﨑　慎一
村田　芳朗
上田　順子
大坪　昭一
酒井　武史
吉川　　禎
大橋　　豊
中谷　　仁

藤井　和成
内田　　実
垂石　　亨
齋藤　篤人
鈴木　庸寛

富山県知事

富山県商工会議所連合会長

富山大学長

富山県市長会長

富山県町村会長

北陸電力（株）代表取締役社長

YKK（株）代表取締役社長

三協・立山ホールディングス（株）代表取締役会長

（株）インテック代表取締役社長

（株）不二越代表取締役社長

富山県中小企業団体中央会長

富山県商工会議所女性会連合会長

富山県商工会女性部連合会長

富山県立大学工学部長

富山化学工業（株）取締役代表執行役社長

富山県商工労働部長

富山県工業技術センター所長

富山県商工会連合会長

当財団 産学官連携推進センター長
当財団 産学官連携推進センター長

当財団 中小企業支援センター長

当財団 環日本海経済交流センター長
当財団 アジア経済交流センター長

前富山県生活環境文化部長
前（社）富山県社会福祉協議会専務理事

富山県公営企業管理者

（株）みずほコーポレート銀行富山営業部長
（株）みずほコーポレート銀行富山営業部長

富山県知事
富山県知事

前富山県副知事
富山県副知事
富山県副知事
前富山県教育長

富山県中小企業団体中央会理事・相談役
富山県機電工業会副会長

（一社）富山県機電工業会会長

富山大学地域連携推進機構機構長
富山大学研究推進機構機構長
富山大学研究推進機構機構長

富山県立大学地域連携センター所長
富山県立大学地域連携センター所長
富山県立大学地域連携センター所長
富山県立大学地域連携センター所長

とやま技術交流クラブ代表幹事
富山経済同友会幹事

ジェトロ富山貿易情報センター所長
ジェトロ富山貿易情報センター所長
ジェトロ富山貿易情報センター所長

前富山県理事・商工労働部次長
富山県商工労働部次長
富山県商工労働部次長
富山県商工労働部次長
富山県理事・商工労働部次長
富山県商工労働部次長
富山県理事・商工労働部次長
富山県商工労働部次長
富山県商工労働部次長
富山県商工労働部次長
富山県理事・商工労働部次長
富山県理事・商工労働部次長

当財団 産学官連携推進センター長
当財団 産学官連携推進センター長
当財団 産学官イノベーション推進センター長
当財団 産学官イノベーション推進センター長

当財団 環日本海交流センター長
当財団 アジア経済交流センター長

当財団 専務理事
前富山県町村会常務理事
前（一財）富山県産業創造センター専務理事

前富山県会計管理者
富山県会計管理者
富山県会計管理者
富山県会計管理者
富山県会計管理者
富山県会計管理者
富山県会計管理者
富山県会計管理者
富山県会計管理者
富山県会計管理者

（株）商工組合中央金庫富山支店長
（株）商工組合中央金庫富山支店長
（株）商工組合中央金庫富山支店長
（株）商工組合中央金庫富山支店長
（株）商工組合中央金庫富山支店長

就任日 就任日就任時役職 就任時役職退任日 退任日
H17.2.15

H19.11.29

H23.4.1

H14.6.1

H22.8.31

H22.6.1

H13.4.1

H16.6.1

H13.4.1

H22.6.1

H14.6.1

H22.8.31

H15.6.1

H23.4.1

H21.6.1

H23.4.1

H13.4.1

H15.8.1

H20.6.1
H24.4.1

H21.4.1

H16.10.1

H21.4.1
H24.7.1

H23.4.1

H22.6.1
H24.4.2

H25.4.1
R03.4.1

H25.4.1
H25.4.1
H29.4.1
R3.4.1

H25.4.1
H27.6.30
R1.6.28

H25.4.1
H27.4.14
H31.4.1

H25.4.1
H27.4.1
H29.4.1
H31.4.1

H25.4.1
R3.6.30

H25.4.1
H27.10.1
H30.10.1

H25.4.1
H25.4.1
H26.4.1
H26.7.18
H27.4.1
H28.4.1
H29.7.1
H30.4.1
H31.4.1
R2.4.1
R2.7.15
R3.4.1

H25.4.1
H27.4.1
H30.4.1
R3.4.1

H25.4.1
H30.4.27

H25.4.1
H29.7.1
R3.4.1

H25.4.1
H25.4.1
H26.4.1
H27.4.1
H28.4.1
H29.7.1
H30.4.1
H31.4.1
R2.4.1
R3.4.1

H25.4.1
H25.8.20
H27.7.17
H30.8.28
R2.6.29

H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H24.3.31
H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H24.6.30
H25.4.1

H25.4.1

H24.4.1
H25.4.1

R2.11.8
現在

H25.4.1
H29.4.1
R3.4.1
現在

H27.6.30
R1.6.28
現在

H27.4.1
H31.4.1
現在

H27.4.1
H29.4.1
H31.4.1
現在

R3.6.30
現在

H27.10.1
H30.10.1
現在

H25.4.1
H26.4.1
H26.7.17
H27.4.1
H28.4.1
H29.7.1
H30.4.1
H31.4.1
R2.4.1
R2.7.15
R3.4.1
現在

H27.4.1
H30.4.1
R3.4.1
現在

H30.4.27
現在

H29.7.1
R3.4.1
現在

H25.4.1
H26.4.1
H27.4.1
H28.4.1
H29.7.1
H30.4.1
H31.4.1
R2.4.1
R3.4.1
現在

H25.8.19
H27.7.17
H30.8.28
R2.6.29
現在
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～
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～
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～
～
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～
～
～
～
～

H25.4.1～ R3.12.1現在
（公益財団法人移行後）

H23.12.1～ H25.4.1
（公益財団法人移行前）
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2. 評議員会
役職 役職

評　議　員

評　議　員

評　議　員

評　議　員

評　議　員

評　議　員

評　議　員

評　議　員

評　議　員

評　議　員

評　議　員

評　議　員

評　議　員

評　議　員

評　議　員

評　議　員

評　議　員

評　議　員

評　議　員

評　議　員

評　議　員

評　議　員

評　議　員

評　議　員

評　議　員

評　議　員

評　議　員

評　議　員

評　議　員

評　議　員

評　議　員

氏名 氏名

武内　繁和

塩井　保彦

舘　　清文

小室　　修

山本　勇宰
池田　　進

中村　茂信
城川　俊久

坂下　照夫

酒井　三郎
上野　和博

野村　正也

岡田　照美
中手　利臣

島　　　勲

笠井　千秋

高松　　正

酒井　敏行

武内紅荷子

藤井　和成

後谷　清文

本江　定次

小林　明夫

佐野究一郎

森　　政雄

小室　　修
西岡　秀次

池田　　進
上野　和博

舘　　清文
増川　茂則
伊豆　一美
江下　　修

後谷　清文
林　　俊信
市村　仁志

佐伯　　進
土肥　　榮
田中　　斉

上野　和博
島﨑　慎一
上田　順子
竹野　博和

柳本　暁雄
小川　明夫
津澤　清人
浅井　吉夫
相馬　　優
森　喜代志

佐々　裕成
井上　　孝
浅野　慎一

車　　　司
山本　　修
田中　篤人
石黒　雄一
古埜　雅浩
南里明日香

荒木　　勝
佐野究一郎
村田　芳朗
大坪　昭一
伍嶋二美男
芝田　　聡
布野　浩久

（社）富山県経営者協会副会長

富山経済同友会常任幹事

富山県中小企業団体中央会参与

富山県商工会議所連合会常任理事

富山県商工会連合会専務理事
富山県商工会連合会専務理事

富山市商工労働部長
富山市商工労働部長

高岡市産業振興部長

富山県町村会常務理事
富山県町村会常務理事

（社）富山県機電工業会長

富山県化学工業会長
富山県化学工業会長

（社）高岡アルミニウム懇話会長

富山県プラスチック工業会長

（社）富山県情報産業協会長

高岡市商店街連盟会長

（協）中央通商栄会さんぽーろママ SUN会長

（株）商工組合中央金庫富山支店長

富山県信用保証協会専務理事

（株）富山県総合情報センター参事

富山県厚生部次長

富山県理事・商工労働部次長

富山県薬業連合会長

富山県商工会議所連合会常任理事
富山県商工会議所連合会常任理事

富山県商工会連合会専務理事
富山県商工会連合会専務理事

前富山県中小企業団体中央会専務理事
富山県中小企業団体中央会参与
富山県中小企業団体中央会参与
富山県中小企業団体中央会常任理事・事務局長

富山県信用保証協会専務理事
富山県信用保証協会専務理事
富山県信用保証協会専務理事

富山県市長会事務局長
富山県市長会事務局長
富山県市長会事務局長

富山県町村会常務理事
富山県町村会常務理事
富山県町村会常務理事
富山県町村会常務理事

前若い研究者を育てる会会計幹事
若い研究者を育てる会会計幹事
若い研究者を育てる会会計幹事
若い研究者を育てる会会計幹事
若い研究者を育てる会会計幹事
若い研究者を育てる会会計幹事

（公財）とやま国際センター理事
（公財）とやま国際センター理事
（公財）とやま国際センター理事

前富山県経営管理部次長
富山県経営管理部次長
富山県経営管理部次長
富山県経営管理部次長
富山県経営管理部次長
富山県経営管理部次長

前富山県商工労働部長
富山県商工労働部長
富山県商工労働部長
富山県商工労働部長
富山県商工労働部長
富山県商工労働部長
富山県商工労働部長

就任日 就任日就任時役職 就任時役職退任日 退任日
H15.6.1

H23.6.1.

H23.4.1

H19.12.17

H15.8.1
H24.7.1

H22.4.1
H24.4.1

H23.4.1

H20.6.1
H24.4.1

H23.6.1

H22.9.1
H24.4.1

H23.6.1

H19.12.17

H23.8.12

H20.6.1

H14.6.1

H23.6.1

H17.7.21

H23.4.1

H22.4.1

H23.8.12

H19.6.1

H25.4.1
H25.11.20

H25.4.1
H29.4.1

H25.4.1
H25.4.1
H30.4.1
R3.4.1

H25.4.1
H28.4.1
R2.4.1

H25.4.1
H27.4.1
H30.4.1

H25.4.1
H27.4.1
H29.7.1
R3.4.1

H25.4.1
H25.4.1
H27.4.1
H29.4.1
H31.4.1
R3.4.1

H25.4.1
H27.6.30
H30.5.14

H25.4.1
H25.4.1
H26.7.18
H28.4.1
H30.4.1
R3.4.1

H25.4.1
H25.4.1
H26.7.18
H27.4.1
H29.7.1
H31.4.1
R2.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H24.6.30
H25.4.1

H24.3.31
H25.4.1

H25.4.1

H24.3.31
H25.4.1

H25.4.1

H24.3.31
H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H25.4.1

H25.11.19
現在

H29.4.1
現在

H25.4.1
H30.4.1
R3.4.1
現在

H28.4.1
R2.4.1
現在

H27.4.1
H30.4.1
現在

H27.4.1
H29.7.1
R3.4.1
現在

H25.4.1
H27.4.1
H29.4.1
H31.4.1
R3.4.1
現在

H27.6.30
H30.5.14
現在

H25.4.1
H26.7.17
H28.4.1
H30.4.1
R3.4.1
現在

H25.4.1
H26.7.17
H27.4.1
H29.7.1
H31.4.1
R2.4.1
現在
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H25.4.1～ R3.12.1
（公益財団法人移行後）

H23.12.1～ H25.4.1
（公益財団法人移行前）
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1. 公益財団法人　富山県新世紀産業機構　組織図

Ⅴ  参考資料

会 長

理 事 長 専 務 理 事

事 務 局 長

イノベーション
推進センター

中 小 企 業
支援センター

ア ジ ア 経 済
交流センター

企 画 管 理 課

連 携 促 進 課

プロジェクト推 進 課

経 営 支 援 課

よ ろ ず 支 援 拠 点
経営課題に対する総合相談窓口

事業承継・引継ぎ支援センター
事業承継に対する総合相談窓口

中 小 企 業 再 生 支 援 協 議 会
経営再建への取組み支援

経 営 改 善 支 援 セン ター
経営改善計画策定の支援

支 援 グ ル ー プ
アジア経済交流の推進
海外販路サポートデスク
貿易・投資コンサルティング

ものづくり研究開発センター

新 事 業・ 販 路 開 拓 支 援 課

理事会・評議員会
企画、人事、予算、経理
とやま中小企業チャレンジファンド

TEL.076-444-5600
FAX.076-444-5642
情報ビル2Ｆ

TEL.0766-50-8280
FAX.0766-50-8283
高岡市二上町122

（富山県産業技術研究開発センター敷地内）

TEL.076-444-5605
TEL.076-444-5604（図書・ビデオ貸出）
FAX.076-444-5646
情報ビル1Ｆ

TEL.076-444-5602（新事業）
TEL.076-444-5603（販路開拓）
TEL.076-444-5622（下請かけこみ寺）
FAX.076-444-5644
情報ビル2Ｆ

TEL.076-444-5605
FAX.076-444-5646
情報ビル1Ｆ

TEL.076-444-5625
FAX.076-444-5648
情報ビル2Ｆ

TEL.076-444-5663
FAX.076-444-5618
情報ビル2Ｆ

TEL.076-432-1321
FAX.076-432-1326
情報ビル2Ｆ

TEL.076-441-2134
FAX.076-441-5618
情報ビル4Ｆ

TEL.076-444-5606
FAX.076-433-4207
技術交流ビル1Ｆ

TEL.076-444-5607
TEL.076-444-5608（IoT・AI相談窓口）
FAX.076-444-5630
技術交流ビル2Ｆ
TEL.0766-24-7112（ヘルス）
TEL.0766-24-7113（アルミ）
FAX.0766-24-7122
高岡市二上町150

産学官連携の促進
新産業・新技術の創出支援

産学官共同研究等
プロジェクトの推進

・支援マネージャーグループ
　経営の相談・診断・助言
　専門家派遣
　創業支援
・経営支援グループ
　産業情報の収集・提供
　情報化の推進

最先端設備の開放
研究開発プロジェクトの推進
開発支援棟の運営管理

・新事業支援グループ
　新分野の進出
・販路開拓支援グループ
　広域商談会
　首都圏等の販路開拓支援

所在地　[ 情 報 ビ ル ]　〒930-0866 富山市高田527番地
[ 技術交流ビル ]　〒930-0866 富山市高田529番地
URL：http//www.tonio.or.jp/
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2. 各年度事業報告書から見る主な行事等の実績

平成23年度

平成24年度

平成25年度

富山県ものづくり研究開発センター開所記念シンポジウム（イノベーション推進センター）
富山県ものづくり研究開発センターのオープンを記念した記念講演の実施。
平成23年6月8日　ウイング・ウイング高岡　県内の産学官関係者等 226名

先端研究拠点交流事業（イノベーション推進センター）
中部東海地方の産・学・官との人的ネットワークの構築により、 最先端の研究情報の収集や本件の科学技術の振興及び新産業の創出を図るため、 名古屋
を中心とする航空機産業の関係者や諸研究機関の富山県関係者の方々と、本件試験研究機関の研究者、航空機関連企業関係者等との交流事業を実施。

　・平成23年11月9日　　多摩川精機㈱（長野県）　21名
　・平成23年11月9日　　東天紅 名古屋店　富山22名  中部6名
　・平成23年11月10日　　ポートメッセなごや　21名

とやま産学官金交流会2011（イノベーション推進センター）
平成23年11月25日　富山国際会議場　415名

富山県ものづくり商談会 in 東京（中小企業支援センター） 
平成23年5月16日　

富山県ものづくり商談会 in 大阪（中小企業支援センター） 
平成23年 9月6日　

富山県ものづくり商談会 in 名古屋（中小企業支援センター）
平成24年2月21日　

中国東北地域貿易投資商談ミッション（アジア経済交流センター）
貿易投資商談ミッションを黒龍江省（ハルビン市）・吉林省 ( 長春市、 延辺朝鮮族自治州 ) に派遣し、 中国企業および現地日系企業との商談会を開催す
るとともに、 政府機関への表敬、 現地企業視察および交流会を開催。　
平成23年10月16日～10月21日　参加者数  8企業等14名

とやまナノテク国際シンポジウム（イノベーション推進センター）
フラウンホーファー研究機構や東北大学等の世界的な研究者による講演や県内の企業・大学・公設試によるパネル討論を実施。
平成24年８月31日　サンフォルテ　173名　

先端研究拠点交流事業（イノベーション推進センター）
国内の先端研究拠点（筑波研究学園都市）を訪問し、 最先端の技術情報・研究動向の収集や、 研究機関及び企業関係者との人的ネットワークの構築を
進めるため交流事業を実施。
 ・平成24年10月25日　つくば研究支援センター　17名
 ・平成24年10月25日　オーロラフロンティアホテルつくばエポカル　富山17名  産総研10名
 ・平成24年10月26日　産業技術総合研究所　15名

とやま産学官金交流会2012（イノベーション推進センター）
平成24年11月14日　ウイングウイング高岡　367名

富山県ものづくり商談会 in 大阪（中小企業支援センター）
平成24年6月6日　

富山県ものづくり商談会 in 神奈川（中小企業支援センター）
平成24年12月6日　

富山県ものづくり商談会 in 名古屋（中小企業支援センター）
平成24年12月6日　

富山県ものづくり商談会 in 東京（中小企業支援センター）
平成25年2月26日　

NEAR2012（アジア経済交流センター）
平成24年9月27日～29日　富山市体育文化センター　142企業・機関

台湾貿易投資商談ミッション（アジア経済交流センター）
貿易投資商談ミッションを台北市、 台中市に派遣し、 台湾企業および現地日系企業との商談会を開催するとともに、 政府機関への表敬、 現地企業視
察および交流会を開催。
平成25年1月21日～25日　12企業等16名

とやまナノテク国際シンポジウム2013（イノベーション推進センター）
フラウンホーファー研究機構や京都大学等の世界的な研究者による講演や県内の企業・大学・公設試によるパネル討論を実施。
平成25年10月29日　富山国際会議場　172名

とやま産学官金交流会2013（イノベーション推進センター）
平成25年12月3日　富山国際会議場　327名

富山県ものづくり商談会 in 大阪（中小企業支援センター） 
平成25年6月4日　
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平成26年度

平成27年度

とやまナノテククラスターセミナー「キックオフフォーラム」（イノベーション推進センター）
富山発のナノ微細化技術を県内ものづくり産業のコア技術と融合することで、 世界的に競争力がある技術・製品を創出し、 次世代ものづくり産業拠
点の形成を図る「とやまナノテククラスター」事業の推進を図るため、キックオフフォーラムを実施。
平成26年12月９日　ホテルグランテラス富山　147名　

とやまナノテククラスターセミナー「ナノ材料システム国際交流講演会」（イノベーション推進センター）
平成27年３月11日　富山県立大学　88名　

とやま産学官金交流会2014（イノベーション推進センター）
平成26年12月2日　富山国際会議場　379名

ものづくり未来シンポジウム（イノベーション推進センター）
平成27年3月25日　ANA クラウンプラザホテル富山　156名
基調講演 「TOTO のものづくり～“真のグローバル企業”を目指して～」

富山県ものづくり商談会 in 大阪（中小企業支援センター）
平成26年4月22日　

富山県ものづくり商談会 in 神奈川（中小企業支援センター）
平成26年8月29日　

富山・長野ものづくり連携商談会 in 東京（中小企業支援センター）
平成26年11月17日　

富山県ものづくり商談会 in 名古屋（中小企業支援センター）
平成27年2月24日　

中国東北地域貿易投資商談ミッション（アジア経済交流センター）
遼寧省瀋陽市、大連市にミッション団を派遣し、現地政府機関等との交流を図るとともに、平成27年4月に開催する「富山県ものづくり総合見本市2015」
の出展勧誘を実施。また、 同時期に派遣される遼寧省友好県省締結30周年記念・ポートセールス訪問団事業と合流し、 進出企業等との懇談会を開催。
平成26年10月18日～22日

富山・岐阜・長野連携海外バイヤー招へい商談会（アジア経済交流センター）
平成26年10月23日　とやま自遊館　バイヤー9社　参加企業21社

とやまナノテククラスターセミナー　国際シンポジウム「マイクロ・ナノ技術の医療・製薬・製造業への応用」（イノベーション推進センター）
平成27年5月21日　富山国際会議場　74名

とやま産学官金交流会2015（イノベーション推進センター）
平成27年11月25日　富山国際会議場　275名

富山県ものづくり商談会 in 大阪（中小企業支援センター）
平成27年5月14日　

富山・長野ものづくり連携商談会 in 東京（中小企業支援センター）
平成27年11月16日　

富山県ものづくり商談会 in 名古屋（中小企業支援センター）
平成28年2月16日　

富山県ものづくり総合見本市2015（アジア経済交流センター）
平成27年4月23日～25日　富山産業展示館（テクノホール）、 富山市体育文化センター　162企業・団体（海外）

富山県ものづくり総合見本市2015フォローアップミッション（アジア経済交流センター）
「富山県ものづくり総合見本市2015」のフォローアップとして、県内企業の海外ビジネス展開活動を支援するため、東南アジア地域へのミッション団を派遣。
平成28年2月21日～26日

富山・岐阜・長野連携海外バイヤー招へい商談会（アジア経済交流センター）
平成27年10月22日　ホテルグランテラス富山　バイヤー11社　参加企業17社

とやま新技術・新工法展示商談会 in TOYOTA（中小企業支援センター） 
平成25年7月25日、26日　

富山県ものづくり商談会 in 名古屋（中小企業支援センター） 
平成25年11月12日　

富山県ものづくり商談会 in 東京（中小企業支援センター） 
平成26年2月26日　

中国華東・華中地域貿易投資商談ミッション（アジア経済交流センター）
貿易投資商談ミッションを上海市、江蘇省、安徽省、湖南省に派遣し、中国企業及び現地日系企業との交流会を開催するとともに、政府機関への表敬、
現地企業視察を開催。
平成25年12月2日～7日　7企業等10名

富山・岐阜・長野連携海外バイヤー招へい商談会（アジア経済交流センター）
富山・岐阜連携海外バイヤー招へい商談会　平成25年9月12日　富山第一ホテル　バイヤー6社　参加企業16社
富山・長野連携海外バイヤー招へい商談会　平成25年10月24日　富山第一ホテル　バイヤー6社　参加企業18社
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平成28年度

平成29年度

平成30年度

とやまナノテククラスターセミナー「とやまのセルロースナノファイバーを考えるフォーラム」（イノベーション推進センター）
平成28年５月11日　富山県民会館　76名

とやまナノテククラスターセミナー「とやまのナノ・マイクロ技術フォーラム」（イノベーション推進センター）
平成28年11月11日　富山県工業技術センター　技術開発館　78名

とやまナノテククラスター「研究成果中間発表会」～セルロースナノファイバーの実用化・事業化への取組み～（イノベーション推進センター）
平成28年12月13日　富山県民会館　107名

とやま産学官金交流会2016（イノベーション推進センター）
平成28年11月30日　富山国際会議場　364名

富山県ものづくり商談会 in 大阪（中小企業支援センター）
平成28年4月20日　

富山県ものづくり商談会 in 名古屋（中小企業支援センター）
平成28年9月27日　

富山・長野ものづくり連携商談会 in 東京（中小企業支援センター）
平成28年11月17日　

とやま新技術・新工法展示商談会 in デンソー（中小企業支援センター）
平成29年2月9日、10日　

中国（上海・重慶）経済視察ミッション（アジア経済交流センター）
県内企業の海外ビジネス展開を支援するため、 中国にミッション団を派遣。
平成29年2月21日～25日　8社・団体8名

海外バイヤー招へい商談会（アジア経済交流センター）
平成28年10月20日　ホテルグランテラス富山　バイヤー13社　参加企業25社

富山県ものづくり商談会 in 大阪（中小企業支援センター）　
平成29年4月26日　

とやま新技術・新工法展示商談会 in TOYOTA（中小企業支援センター）
平成29年7月20日、21日

富山・長野ものづくり連携商談会 in 東京（中小企業支援センター）
平成29年11月1日　

富山県ものづくり商談会 in 名古屋（中小企業支援センター）
平成30年2月21日　

富山県ものづくり総合見本市2017（アジア経済交流センター）
平成29年10月26日～28日　富山産業展示館（テクノホール）　150企業・団体（海外）

富山県ものづくり総合見本市2017フォローアップミッション（アジア経済交流センター）
県内企業の海外ビジネス展開を支援するため、タイにミッション団を派遣。
平成30年2月25日～4月2日　15企業等19名

海外バイヤー招へい商談会（アジア経済交流センター）
平成29年7月27日　ホテルグランテラス富山　バイヤー15社　参加企業25社

とやまナノテククラスター「成果報告会」～セルロースナノファイバー応用技術～（イノベーション推進センター）
とやまナノテククラスター事業における５年間の取り組み内容、 プラットフォームによる次への展開等に関する説明、 本事業で実施した研究開発に
関する成果発表を実施。
平成31年１月９日　ホテルグランテラス富山　145名

富山県ものづくり商談会 in 大阪（中小企業支援センター）
平成30年4月26日　

とやま新技術・新工法展示商談会 in MAZDA（中小企業支援センター）
平成30年11月14日、15日　

富山・長野ものづくり連携商談会 in 東京（中小企業支援センター）
平成29年11月28日　

富山県ものづくり商談会 in 名古屋（中小企業支援センター）
平成31年2月26日　

海外バイヤー招へい商談会（アジア経済交流センター）
長野県連携　平成30年7月26日　ボルファート富山　バイヤー6社　参加企業14社
岐阜県連携　平成30年10月25日　ボルファート富山　バイヤー8社　参加企業19社
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令和元年度

令和２年度

とやまヘルスケアコンソーシアムキックオフシンポジウム（イノベーション推進センター）
新事業創出、 事業化支援を推進する活動の始動を記念した県主催シンポジウムを開催し、 県内外にヘルスケア産業創出の取組みを発信。
令和元年12月３日　富山県民会館　108名

IoT・AI 導入指導者育成研修（中小企業支援センター）
製造現場の課題に即した IoT・AI 等の体系的な指導や技術動向に関する講習を実施。
・ITスキル者コース 15名修了
・生産技術者向けコース 24名修了

富山県ものづくり商談会 in 大阪（中小企業支援センター）
令和元年5月16日　

とやま新技術・新工法展示商談会 in TOYOTA（中小企業支援センター）
令和元年7月18日、19日　

富山・長野ものづくり連携商談会 in 東京（中小企業支援センター）
令和元年11月20日　

富山県ものづくり商談会 in 名古屋（中小企業支援センター）
令和2年2月13日　

富山県ものづくり総合見本市2021（アジア経済交流センター）
令和元年10月31日～11月2日　富山産業展示館（テクノホール）196企業・団体（海外）

海外バイヤー招へい商談会（アジア経済交流センター）
岐阜県連携　令和元年7月18日　ボルファート富山　バイヤー8社　参加企業19社　
長野県連携　令和元年7月25日　ボルファート富山　バイヤー6社　参加企業12社

IoT・AI 活用指導者育成研修（イノベーション推進センター）
IT や IoT に関する知見を有している者を対象に、 製造現場の課題に即した IoT・AI の体系的な指導や技術動向に関する研修を開催。
令和2年10月2日～12月4日（全12回）　14名修了

富山県ものづくり商談会 in 大阪（中小企業支援センター）
令和2年7月2日　

富山・長野ものづくり連携商談会 in 東京（中小企業支援センター）
令和2年11月17日　

富山県ものづくり商談会 in 名古屋（中小企業支援センター）
令和3年3月18日　

海外バイヤー招へい商談会（アジア経済交流センター）
令和2年11月26日　ボルファート富山　バイヤー10社　参加企業21社

シンガポール消費市場 バーチャル視察ツアー（アジア経済交流センター）
令和3年3月10日　参加企業11社



■表紙について
　2021年の公益財団法人富山県新世紀産業機構（TONIO）の「業務案内パンフレット」

の表紙としました。

　円の外側から内側に向って「イノベーション推進センター」「中小企業支援センター」

「アジア経済交流センター」となっており、各センターのイメージを色で表しています。

　

■掲載写真について
　公益財団法人富山県新世紀産業機構（TONIO）で撮影した写真を掲載しました。

■主要経済指標について
　政府統計の総合窓口（総務省統計局）、とやま統計ワールド（富山県統計調査課）、

日本銀行統計、 財務省貿易統計、 日経平均プロフィル（日経平均株価©  日本経済

新聞社）から引用しています。

20周年  ─ 10年のあゆみ（平成23～令和２年度）─

令和4年3月
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